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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

69
（−20）

31
（−1）

24
（＋5）

4
（±0）

128
（−16）

交通事故死者数（人）

8月31日現在 9月14日現在

1,745
（−180）

1,841
（−229）

全国の死亡
事故件数

1,712
（−161）

令和２年８月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ
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9月15日号

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,238 102.3%

一　般 ― 95.4%
宅配便（千個） 399,727 117.6%

輸送統計
令和２年６月分
▶国土交通省調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

9/15〜10/14  3031
10/15〜11/14  2764
　　　

２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
・特集「大規模自然災害から
人々の暮らしを守るトラック
運送業界」
第4回「令和元年台風19号におけ
る茨城県ト協の取り組み」

6 ・秋の交通安全特集
「安全運転教室・特別編」
「交通KYT・特別編」

8 ・９月は「健康増進普及月間」
　生活習慣を改善して
　健康増進を図りましょう！

7 ・�トラックドライバーになるた
めの運転免許取得支援プ
ログラム

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
最
近
３
年
間（
平
成
29
年
︑

30
年
︑
令
和
元
年
）
と
今
年

８
月
28
日
ま
で
の
車
籍
別
飲

酒
運
転
事
故
件
数
の
累
計
は

97
件
︒
内
訳
は
大
阪
府
が
７

件
で
最
多
︑
次
い
で
茨
城
県

と
福
岡
県
が
６
件
︑
愛
知
県

が
５
件
と
な
っ
て
い
る
︒
単

年
で
み
る
と
過
去
３
年
間
は
︑

28
件
︑
20
件
︑
28
件
と
年
間

平
均
約
25
件
で
推
移
し
て
い

た
が
︑
令
和
２
年
に
つ
い
て

は
す
で
に
21
件
と
な
り
︑
昨

年
の
件
数
を
上
回
る
勢
い
と

な
っ
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
今
年
５

月
︑
こ
の
よ
う
な
事
態
を
重

く
み
て
︑全
ト
協
に
対
し
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対

す
る
飲
酒
運
転
の
防
止
等
法

　

国
土
交
通
省
事
業
用
自
動

車
事
故
調
査
委
員
会
（
酒
井

一
博
委
員
長
）
で
は
こ
の
ほ

ど
︑
委
員
会
発
足
か
ら
５
年

を
迎
え
た
の
を
機
に
﹁
事
業

用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会

５
年
総
括
﹂
を
発
表
︒
令
和

元
年
７
月
ま
で
に
議
決
さ
れ

た
37
件
の
事
故
に
つ
い
て
︑

事
故
全
体
の
分
析
や
類
型
化

な
ど
を
行
っ
た
︒

　

37
件
の
事
故
の
分
析
結
果

は
次
の
通
り
︒

　

事
故
形
態
で
は
︑﹁
衝
突
﹂

が
14
件
と
最
も
多
く
︑﹁
追

突
﹂
13
件
︑﹁
転
落
﹂
４
件
︑

﹁
横
転
﹂
３
件
な
ど
と
な
っ

た
︒
衝
突
と
追
突
で
全
体
の

約
７
割
を
占
め
た
ほ
か
︑﹁
速

度
超
過
﹂
で
の
事
故
の
割
合

令
遵
守
の
徹
底
に
つ
い
て
﹂

を
要
請
︒
こ
の
要
請
は
︑
昨

年
５
月
に
も
発
出
さ
れ
て
い

が
半
数
を
超
え
た
︒

　

事
故
の
主
原
因
で
は
︑﹁
前

方
不
注
意
﹂
８
件
︑﹁
速
度

超
過
﹂８
件
︑﹁
居
眠
り
運
転
﹂

７
件
︑﹁
脇
見
運
転
﹂
４
件
︑

﹁
車
間
距
離
不
足
﹂
３
件
︑

﹁
体
調
急
変
﹂
２
件
な
ど
と

な
っ
た
︒
前
方
不
注
意
や
脇

見
運
転
︑
漫
然
運
転
な
ど
運

転
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

が
全
体
の
約
４
割
を
占
め
た

ほ
か
︑
速
度
超
過
や
車
間
距

離
不
足
な
ど
運
転
技
術
に
関

係
す
る
原
因
が
全
体
の
約
３

割
︑
ま
た
居
眠
り
運
転
や
体

調
急
変
な
ど
運
転
者
の
体
調

関
係
の
原
因
が
全
体
の
約
２

割
を
占
め
た
︒

　

事
故
要
因
で
は
︑﹁
運
行

管
理
不
適
﹂
が
全
て
の
事
故

た
︒

　

ま
た
︑
昨
年
９
月
に
は
︑

全
ト
協
交
通
対
策
委
員
会

（
工
藤
修
二
委
員
長
）
が
︑

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
決
議
し
た
ほ
か
︑

２
年
度
の
全
ト
協
事
業
計
画

で
は
飲
酒
運
転
事
故
根
絶
対

策
２
項
目
が
新
た
に
盛
り
込

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

酒
酔
い
︑
酒
気
帯
び
な
ど

の
飲
酒
運
転
は
︑
き
わ
め
て

悪
質
で
危
険
な
反
社
会
的
・

犯
罪
行
為
で
あ
り
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
本
人
や
同
乗
者
等
が
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
︑
万
一
事
故
を
起
こ
せ
ば

被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
生

を
大
き
く
狂
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
（
図
）︒

　

さ
ら
に
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
︑
飲
酒
運

の
要
因
と
な
っ
て
お
り
︑﹁
教

育
・
指
導
不
足
﹂
が
全
体
の

約
９
割
︑﹁
無
理
な
運
行
指

示
等
﹂
が
約
８
割
︑﹁
点
呼

未
実
施
等
﹂
が
約
６
割
を
占

め
た
︒
ま
た
︑﹁
速
度
超
過
﹂

が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る

ほ
か
︑﹁
ブ
レ
ー
キ
操
作
不

適
﹂
も
全
体
の
約
３
割
を
占

め
る
な
ど
︑
運
転
技
術
に
関

係
す
る
も
の
が
多
い
︒さ
ら
に
︑

﹁
前
方
不
注
意
﹂
や
﹁
集
中

力
低
下
﹂
な
ど
運
転
者
の
不

転
防
止
へ
の
指
導
監
督
が
不

十
分
で
あ
っ
た
場
合
に
は
︑

事
業
者
の
責
任
も
問
わ
れ
︑

事
業
停
止
や
車
両
使
用
停
止

な
ど
の
行
政
処
分
を
受
け
る

だ
け
で
な
く
︑
社
会
的
信
頼

性
も
失
墜
し
︑
経
営
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
こ
の
よ
う

な
事
態
を
重
く
み
て
︑
引
き

続
き
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
連
携
す
る
と
と
も

に
︑
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど

を
通
じ
て
︑
飲
酒
運
転
根
絶

へ
の
意
識
向
上
な
ど
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

「
酒
酔
い
運
転
」の
死
亡
事
故

「
飲
酒
な
し
」
の
８
・
４
倍

　

警
察
庁
に
よ
る
と
︑
令
和

元
年
中
の
全
車
種
に
お
け
る

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

件
数
は
３
０
４
７
件
で
︑
こ

の
う
ち
死
亡
事
故
件
数
は
１

７
６
件
だ
っ
た
︒
ま
た
︑
飲

酒
の
有
無
に
よ
る
死
亡
事
故

の
起
こ
し
や
す
さ
を
比
較
す

る
と
︑﹁
酒
酔
い
﹂
で
事
故

を
起
こ
し
た
場
合
に
死
亡
事

故
に
な
る
危
険
性
は
︑﹁
飲

酒
な
し
﹂
の
お
よ
そ
８
・
４

倍
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒

注
意
に
関
す
る
も
の
も
多
い
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑
37
件
の

事
故
に
つ
い
て
︑
背
景
（
主

に
運
行
管
理
の
状
態
）︑
事

故
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
︑
運
転

者
の
心
身
の
状
態
︑
運
転
操

作
等
を
考
慮
し
︑
表
の
よ
う

に
類
型
化
︒
併
せ
て
︑
報
告

書
に
記
載
さ
れ
た
再
発
防
止

策
に
つ
い
て
も
改
め
て
ま
と

め
︑
再
発
防
止
策
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

９
月
21
日
～
30
日
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
中
央
交
通

安
全
対
策
会
議
交
通
対
策
本
部
決
定
の

﹁
令
和
2
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
推

進
要
綱
﹂
お
よ
び
国
土
交
通
省
策
定
の
同

実
施
計
画
に
基
づ
き
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
と
も
に
９
月
21
日
㈪
か
ら
30

日
㈬
ま
で
の
運
動
期
間
中
に
﹁
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
﹂を
効
果
的
に
実
施
す
る
︒

ま
た
︑
実
施
に
あ
た
っ
て
は
全
国
運
動
重

点
の
﹁
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保
﹂﹁
高

齢
運
転
者
等
の
安
全
運
転
の
励
行
﹂﹁
夕

暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止
﹂の
中
で
も
︑

特
に
﹁
飲
酒
運
転
等
の
防
止
﹂
に
重
点
を

置
い
て
取
り
組
む
︒
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

飲
酒
運
転
に
関
し
て
は
︑
令
和
2
年
に
入

っ
て
増
加
傾
向
に
あ
り
︑
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
発
生
件
数
に
つ
い
て
は
8
月

28
日
現
在
で
21
件
と
︑
す
で
に
元
年
の
年

間
件
数
20
件
を
上
回
っ
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
は
︑コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
︑

社
会
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
事
業
を
継

続
し
︑﹁
生
活
（
く
ら
し
）
と
経
済
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
と
し
て
社
会
貢
献
を
行
っ

て
い
る
が
︑
一
部
の
心
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

が
惹
起
し
た
飲
酒
運
転
事
故
が
続
け
ば
︑

業
界
全
体
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
︑
全
ト
協
で

は
︑
都
道
府
県
ト
協
を
通
じ
︑
飲
酒
運
転

根
絶
意
識
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
︑
指
導
監

督
の
取
組
強
化
を
呼
び
か
け
て
い
る
（
交

通
安
全
運
動
実
施
計
画
お
よ
び
特
集
を
６

面
、
ポ
ス
タ
ー
を
刷
り
込
み
）︒

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
取
組
強
化

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
し
取
組
強
化

3737
件
の
事
故
に
関
し
て
分
析・類
型
化

件
の
事
故
に
関
し
て
分
析・類
型
化

再
発
防
止
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け

再
発
防
止
策
の
徹
底
を
呼
び
か
け

国
交
省
・
事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
委
員
会
５
年
総
括
を
発
表

        2525

13

呼気1リットルにつき
      0.25mg以上

呼気1リットルにつき
0.15mg以上0.25mg未満

免許取消し
（欠格期間2年）

免許停止
（90日）

7年以下の懲役もしくは禁錮
又は100万円以下の罰金

危険運転致死傷罪酒酔い運転

酒気帯び運転

過失運転致死傷罪

15年以下の懲役

15年以下の懲役

12年以下の懲役

1年以上20年以下の懲役死亡事故

負傷事故

死亡事故

負傷事故

※上記の行政処分は、いずれも前歴が0回の場合です。

違反点数と行政処分

飲酒運転による死傷事故後に、さらに飲酒をしたり、その場を離れて酔い
をさますなどの飲酒の程度をごまかす行為をすると「過失運転致死傷アル
コール等影響発覚免脱罪」が適用され、12年以下の懲役となります。

アルコールの影響により正常な運転ができない
恐れのある状態で人身事故を起こすと

アルコールの影響により正常な運転ができない
状態で人身事故を起こすと

（自動車運転死傷行為処罰法）（道路交通法）

飲酒運転で人身事故を起こすと事故を起こさなくても違反だけで

●5年以下の懲役
　又は100万円以下の罰金
●違反点数35点
　※免許取消し（3年間は免許が取得できない！）

●3年以下の懲役
　又は50万円以下の罰金

危険運転致死傷罪が適用されない場合でも、自動
車の運転上必要な注意を怠り、人を死傷させると

図　飲酒ドライバーに科せられる罰則表　事故防止に向けた再発防止策
【パターン１：過労運転による居眠り事故（全 11件）】
　○運転者への教育・指導
　○点呼等の確実な実施
　○運行・労務管理における法令遵守の徹底
　○事故防止に有効な機器の導入推進
　○緊急時の対応が適切にとれるよう訓練するなどの取組の推進
【パターン２：体調急変や体調不良による事故（全 4件）】
　○点呼等の確実な実施
　○運転者の健康管理の徹底
　○定期健康診断結果を踏まえた適切な対応
　○運転者への教育・指導
　○事故防止に有効な機器の導入推進
【パターン３：前方不注意（脇見運転）による事故（全 6件）】
　○運行・労務管理における法令遵守の徹底
　○運転者への教育・指導
　○事故防止に有効な機器の導入促進
【パターン４：速度超過状態で走行するセミトレーラの横転事故（全 4件）】
　○「国際海上コンテナの陸上における安全輸送マニュアル」の活用
　○運行・労務管理における法令遵守の徹底
　○運転者への教育・指導
　○点呼の確実な実施等
【パターン５：周囲の状況や積荷に合わせた適切な運転操作ができなかったため発生
した事故（全 10件）】
　○運行・労務管理における法令遵守の徹底
　○運転者への教育・指導
　○点呼等の確実な実施
　○積荷の落下防止措置の確実な実施等
　○事故防止に有効な機器の導入推進等
　○「国際海上コンテナの陸上における安全輸送マニュアル」の活用
　○監査制度の充実強化
【その他：車両（ブレーキ）故障のまま運転を継続したため発生した追突事故】
　○運行・整備管理における法令遵守の徹底
　○確実な点検整備の実施
【その他：飲酒運転による事故】
　○点呼等の確実な実施
　○測定結果をリアルタイムで送信できるアルコール検知器の導入促進
　○運転者への教育・指導
　○�フェリーを利用する事業者においては、抜き打ちでのフェリー乗船時の運転者の
状況確認

飲酒運転事故の根絶へ業界一丸飲酒運転事故の根絶へ業界一丸！！
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
6
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①薄暮時は、まだ見えているから大丈夫と思っていても、
アッという間に暗くなって視界が悪化し、危険を見落
とすリスクが増えます。また、自車が見落とされる危険
も非常に高くなります。この場面では、左の脇道から
左折で合流しようとする車が見えますが「自車に気づ
いているだろう」と安易に走行していると、自車を見落
とした車が左折を始めて、衝突する危険があります。こ
れからの季節は、早めのライト点灯を徹底し、危険の
早期発見に努めるとともに、自車を目立たせましょう。
また、合流してくる車は自車の接近に気づいていない
ことを予測して、スピードを落としておきましょう。

②横断歩道を横断しようとしている歩行者がいるときは、
横断歩道の手前で一時停止して、歩行者の通行を妨
げないことと法律で定められていますが、実際には
「先に行かせてもらおう」と考え、そのまま通過するケ
ースが少なくありません。もし歩行者が「トラックは止
まるだろう」と考え横断を始めた場合、事故の危険が
非常に高くなります。横断しそうな歩行者がいる時は、
横断歩道の手前で一時停止することを徹底しましょう。

③無灯火の自転車は特に見落としやすいので、注意が
必要です。目の前の危険ばかりに注意を傾けていると、
対向車線を走行している自転車が横断歩道を右折し
てきた時に、見落として衝突する危険があります。薄暮

①左折しようとしている車が自車を見落とし、左折
を始めて、衝突する危険があります（図１）。

②クリニックの前の横断歩道を渡ってきた歩行者と
衝突する危険があります（図2）。

③対向車線を走行してきた無灯火の自転車が突然
右折してきて、衝突する危険があります（図3）。

　薄暮時、あなたはライトを点灯せずに片
側１車線の道路を走行しています。前方左
側の脇道から左折しようとしている車がい
ます。その先にはクリニックがあります。この
場面にはどのような危険がありますか。ま
た、危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

時は自車線の見つけやすい危険だけでなく、対
向車線やその周辺などの危険を積極的に探し
ながら、慎重な運転をするよう心がけましょう。

（秋の全国交通安全運動特別編①）

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
6
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①集会所の前で話をしている高齢者が見えます。まず、こ
の高齢者の動きに注意しましょう。高齢者の中には聴
覚が衰えている人もおり、自車の接近に気づかず、話
を終えた途端、道路を横断してくる危険があります。ま
た、直近の車が通過したことで安心し、周辺の安全を
確認せずに道路を横断してくることも考えられます。
そのため、高齢者の道路横断に備えて、その動静を確
認するとともに、スピードを落として慎重に通行しまし
ょう。
②トラックは、運転席が高いことから、上から下を見下ろ
すかたちになり、手前の路面が広く見えるため、前車
との車間距離が短くても、長いように錯覚します。その
ため、知らず知らずのうちに車間距離を詰めてしまう
傾向があります。万一、前車の前に下校途中の子ども
が飛び出してきた場合、十分な車間距離をとっていな
いと、前車の急ブレーキや急停車に間に合わず追突
する危険があります。追従するときは、前車の急ブレ
ーキなどにも対応できるように、意識的に車間距離を
とるよう心がけましょう。

③子どもは遊びに夢中になると、周囲の安全確認が疎か
になり、車が接近していても急に道路に飛び出してく
ることがあります。前方に子どもがいる場合は「車の接
近に気づいているから大丈夫だろう」と油断せず、飛
出しを予測しながら徐行しましょう。また、通学路をは

①立ち話をしていた高齢者が、突然道路を横断して
きて、衝突する危険があります（図１）。

②下校途中の小学生が道路に飛び出し、急ブレーキ
をかけた前車に追突する危険があります（図2）。

③友達とふざけて自車の前に飛び出してきた小学生
と衝突する危険があります（図3）。

　あなたは前車に続いて狭い片側１車線の
通学路を走行しています。右側の集会所の前
では高齢者が話をしています。また、左側に
は友達と遊びながら下校している小学生が
います。この場面にはどのような危険がありま
すか。危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

じめ、学校、公園や学習塾など、子どもの往来が
予測できる場所の周辺では、自車の周辺の安
全確認を徹底するとともに、慎重な運転を徹底
しましょう。

（秋の全国交通安全運動特別編②）

～夜間の運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	 	夜間は酒酔い運転の車や酒に酔った歩行者などがいたりするので、少し
でも危険だと感じたときは、まず警笛を鳴らして相手に警告を与えるよ
うにする。（	○・×	）

❷	 	薄暮時には事故が多く発生するので、早めにライトを点灯し、自分の車
の存在を知らせる。（	○・×	）

❸	 	夜間に走行するとき、バスやタクシー以外の車は室内灯をつけないよう
にする。（	○・×	）

❹	 	夜間は、視線をできるだけ先の方へ向けて前方の障害物を早めに発見す
るよう努める。（	○・×	）

❺	 	夜間に故障等でやむを得ず高速道路に駐停車するときは、非常点滅表示
灯などをつければ、停止表示器材は置かなくてもよい。（	○・×	）

（解答は7面）

　

９
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１
日
︑
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１
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﹁
小
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模
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業
者
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ナ
時
・
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害
時
特
別
対
策
委
員
会
﹂（
委

れ
た
︒

　

冒
頭
︑吉
野
委
員
長
は﹁
コ

ロ
ナ
禍
や
自
然
災
害
で
大
き

な
影
響
を
受
け
る
の
は
︑
全

ト
協
会
員
事
業
者
の
約
４
分

の
３
を
占
め
る
小
規
模
事
業

者
︒
当
委
員
会
で
対
策
を
講

じ
︑
来
年
３
月
に
は
事
業
者

の
皆
様
に
少
し
で
も
﹃
よ
か

っ
た
﹄
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
答
申
を
し
た
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒
続
い
て
坂
本
克

己
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
が
出
席
委
員
に
対
し
﹁
朝

の
来
な
い
夜
は
な
い
︒
こ
の

大
変
な
状
況
を
踏
ま
え
︑
我

々
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
総
力
を
結
集
し
︑
明
る

い
朝
を
引
き
寄
せ
よ
う
﹂
と

力
強
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
来
年
３
月
に

予
定
し
て
い
る
答
申
に
向
け
︑

検
討
内
容
や
進
め
方
︑
現
状

把
握
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
項
目
な
ど
に
つ
い
て

審
議
・
検
討
︒

　

保
有
車
両
台
数
20
台
以
下

の
小
規
模
事
業
者
の
事
業
経

営
対
策
等
を
検
討
対
象
と

し
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
影
響
下
に
お
け
る
小

規
模
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

け
︑
指
定
公
共
機
関
５
社
と

の
緊
急
連
絡
体
制
を
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備
し

た
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か
︑
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四
国
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ト
ラ
ッ
ク
協
会
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の
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絡

体
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︒
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週
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戒
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況
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し
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︒
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台
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︑
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︒
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︑
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︑
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催
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︑
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︒
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︑
令
和
３
年
度

の
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
事
項
（
案
）
お
よ
び

活
動
計
画
（
案
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︑
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原
案
通
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認
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同
要
望
に
関
す
る
今
後
の

活
動
計
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と
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て
は
︑
道
路

の
経
営
安
定
化
対
策
︑
今
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も
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こ
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う
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い

て
検
討
し
︑
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を
取
り

ま
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め
全
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長
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と
と
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︒

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
関
し

て
は
︑
今
回
各
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員
か
ら
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が
っ
た
意
見
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会
を
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１
０
０
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業
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に
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︑

９
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か
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に

か
け
て
調
査
を
実
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す
る
︒

12
月
に
は
第
２
回
委
員
会
を

開
催
し
て
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
結

「トラックの日」各都道府県トラック協会の主な活動「トラックの日」各都道府県トラック協会の主な活動
全国のトラック協会は、10月9日の「トラックの日」を中心に、地域色豊かなイベントやキャンペーン等を実施します。（※9月13日現在。詳細については、各都道府県トラック協会まで）

国
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大
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９
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１
日
︑
全
日
本
ト
ラ
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本
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送
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︑
令
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２
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８
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求
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求
車
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Ｗ
ｅ
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Ｋ
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Ｔ
）
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運
賃
指
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し
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︒

　

同
月
の
運
賃
指
数
は
︑
前

月
比
５
ポ
イ
ン
ト
増
︑
前
年

同
月
比
12
ポ
イ
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ト
減
の
１

１
８
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
月
末
の
求
車
登

録
件
数
は
︑
７
万
２
１
５
件

と
︑
前
年
同
月
比
６
万
２
９
１
２
件
減
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47
・
３
％
減
）

と
な
っ
た
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約
率
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７
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と
︑
前
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同
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11
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１
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委
員
会
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定
す
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要
望
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項
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︑

10
月
８
日
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催
予
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８
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︑
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︑
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︒
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﹁
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︑
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︑
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︑
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︑
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︑
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︒
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︒
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で
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新
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︑
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同
プ
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︑
愛

媛
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志
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体
が
立
ち
上

「シトラスリボンプロジェクト」ロゴマークをあしらったラッ
ピングトラック

台
風
第
10
号
襲
来
に
備
え

緊
急
時
体
制
を
構
築

災
害
対
応
に
万
全
を
期
す

　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

く
指
定
公
共
機
関
で
あ
る
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

こ
の
９
月
に
日
本
に
接
近
し

た
台
風
第
10
号
に
備
え
る
た

め
︑
緊
急
時
体
制
を
構
築
し

た
︒

　

台
風
第
10
号
は
︑
９
月
５

日
か
ら
７
日
に
か
け
て
大
型

で
非
常
に
強
い
勢
力
で
南
西

諸
島
と
九
州
に
接
近
し
た

後
︑
朝
鮮
半
島
に
上
陸
し
︑

８
日
午
前
３
時
に
温
帯
低
気

圧
に
変
わ
っ
た
︒
南
西
諸
島

や
九
州
を
中
心
に
猛
烈
な
風

を
観
測
し
た
ほ
か
︑
台
風
の

中
心
か
ら
離
れ
た
西
日
本
や

東
日
本
の
太
平
洋
側
で
も
大

雨
と
な
っ
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
国
土
交
通

省
自
動
車
局
安
全
政
策
課
長

か
ら
発
出
さ
れ
た
事
務
連
絡

﹁
台
風
第
10
号
の
接
近
に
備

え
た
体
制
の
確
保
等
に
つ
い

て
﹂
を
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
緊
急
掲
載
し
た
ほ
か
︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
同
内
容
を
通
知
︒

ま
た
︑
日
本
通
運
㈱
︑
福
山

通
運
㈱
︑
佐
川
急
便
㈱
︑
ヤ

マ
ト
運
輸
㈱
︑
西
濃
運
輸
㈱

の
指
定
公
共
機
関
５
社
お
よ

び
全
ト
協
に
お
け
る
︑
５
日

お
よ
び
６
日
の
緊
急
対
応
に

備
え
た
緊
急
連
絡
体
制
構
築

に
関
す
る
国
交
省
自
動
車
局

貨
物
課
か
ら
の
指
示
を
受

第1回小規模事業者コロナ時・災害時特別対策委員会（9月1日、全ト協）

第8回税制委員会（9月2日、全ト協）

都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等
北 海 道 中止 「トラック協会杯第31回全道少年団（U-11）サッカー大会」（中止）

（札幌地区） 中止 「チビッコ集まれ！�読み聞かせ広場�ｉｎ�アリオ札幌」（中止）

（函館地区） 中止 「トラック☆フェスティバル�IN�函館」（中止）

（室蘭地区） 中止 「トラックフェスタ2020」（中止）

（旭川地区） 中止 「来て！�見て！�乗って！�トラックふれあいフェスティバル」（中止）

（十勝地区） 中止
一部実施

「絵本読み聞かせ、トラック乗車体験」（中止）
「トラックの森づくり植樹式」（10/13）、旗波で安全運転啓発

（釧根地区） 中止 「トラックDAYフェスタ21」（中止）

（北見地区） 中止 「2020トラックディ�IN�kitami」（中止）

青 森 県 中止�
一部実施予定

「トラック感謝デー2020」（中止）
テレビ・ラジオ等のメディアを活用したPRを実施予定

岩 手 県 中止�
一部実施

「トラックフェスタ2020」（中止）
私の街に「こんなトラックあったらいいな」絵画コンクール（小学生対象）、テレビCM放映

宮 城 県 中止
一部実施予定

みやぎ「トラックの日」フェア（中止）
各支部青年組織（8支部）ごとに清掃活動、献血等の社会奉仕活動を実施予定。気仙沼リトルシニア創立記念親善少年野球大会�宮城県トラック協会
CUP特別協賛、日本盲導犬協会への寄付金贈呈

秋 田 県 9/26 「トラックフェスタ2020」アート＆エッセイ、小学生を対象に絵画コンクールの実施、中学生・高校生・大学生を対象にポスターとエッセーの募集、交通安
全パレード

山 形 県
中止
9/29
10/11

集客を伴うイベント（中止）
トラックの森下刈り作業を職員で実施予定（9/29）
業界のイメージアップ動画を作成、広報活動を積極的に企画（10/11）

福 島 県 中止
10/17

「トラックの日」フェスタ2020（中止）
「トラックの森づくり」事業（福島県相馬市磯部地区での海岸防災林植樹活動）　　　　　

茨 城 県 10/4.7.9.10.11 各支部毎の産業祭出店に伴うPR事業や清掃活動

栃 木 県 中止 「第29回トラックの日感謝デーイベント」（中止）

群 馬 県 10/3 県下14支部で一斉道路清掃活動、群馬県トラック協会敷地等に「飲酒運転根絶」等ののぼり旗掲出

埼 玉 県 中止 「交通安全・環境フェア」（中止）

千 葉 県 中止
一部実施予定

「交通安全標語」（中止）、「児童絵画コンクール」（中止）、「千葉ロッテマリーンズ冠協賛試合」(中止)
支部主催イベントについては、関係機関へのチラシ・グッズによる広報等を実施予定

東 京 都 中止
一部検討中

「トラックフェスタTOKYO2020」（中止）
支部等主催イベントについては検討中

神 奈 川 県 中止
10/9

「交通安全こどもショー」（中止）
神奈川新聞広告掲載（10/9発行）、デザインコンテスト（10月審査発表、作品展中止）

山 梨 県 中止
10/9

「トラックの日」山梨フェスタ2020（中止）
「トラックの日」、「Gマーク制度」についての地元紙へ新聞記事広告掲載（10/9）

新 潟 県 10/9前後 県下8支部で道路清掃実施（10/9前後）、（公財）新潟県交通遺児基金への寄付金寄贈（10月下旬）、トラック輸送の役割について地元紙に意見広
告（10月初旬）

長 野 県 中止 県下7地区におけるイベント（中止）

富 山 県 10/9 交通安全街頭キャンペーン（10/9　北陸道上り・呉羽パーキングエリア）トラックの日のチラシ・グッズ等配布、寄付金を交通遺児等育成基金に贈呈（10/9）

石 川 県 10/3
10/9

県下一斉道路清掃活動「クリーン作戦2020」を実施（10/3）
交通災害等遺児を励ます会への寄付金を寄贈（10/9）

福 井 県 10/9 福井県トラック協会×福井新聞社　ありがとらっくプロジェクト　「ありがとうの手紙」コンテスト
最優秀作品、各部門の優秀作品並びにトラックの日の広報、物流の重要性を10月9日に全15段で掲載

岐 阜 県 中止
一部検討中

集客を伴うイベント（中止）
県内の主要箇所で業界の広報活動を検討中

静 岡 県 中止
10/9

「テレしず祭り2020」（中止）
トラックの日県下統一活動（道路清掃・交通安全啓発）参集型での活動形式ではなく、各分室毎に開催時間は統一し、会員が有志で自社周辺におい
てのぼり旗を用いた立哨活動及び道路清掃活動を実施する

愛 知 県 中止
9/14～ 10月末

「トラックフェスティバル」（中止）
トラックドライバーへの応援メッセージをテーマとしたラジオCMを放送、トラック業界の必要性・重要性・エッセンシャルワーカーとしての大切さを伝えるための
ネット広告動画を制作・放映、業界の地位向上とエッセンシャルワーカーとしての重要性を訴求するための業界PRポスター作成

三 重 県 中止
10/9

「トラックフェスタ」（中止）
県内各支部にて道路清掃活動（10/9）を実施。合計300人が参加予定

滋 賀 県 中止 「おうみの森づくり事業」（中止）

京 都 府 中止
一部実施予定

「トラックフェスタ2020」（中止）、「トラックの森整備・充実事業」（中止）
「KTKラリースタート式」（10/23）

大 阪 府 中止
一部実施

「トラックフェスタ・交通フェア」（中止）
児童絵画コンクールは実施中

兵 庫 県 中止
一部実施予定

「トラックの日イベント」（中止）
トラックの日街頭PRキャンペーン実施予定（10月）、トラックの日PRTVコマーシャル実施予定

奈 良 県 9/27 地元新聞への掲載（トラックの日の広報、トラックの構造と特徴、トラックドライバーからのお願い事項）、ラッピングトラックの活用（ラッピングトラックによる
広報活動の展開）、街頭広報活動（会員による主要駅等での広報活動）

和 歌 山 県 中止
一部実施予定

「イベント」（中止）
10月を「トラックの日」交通安全月間として、テレビ・ラジオ・新聞・SNS等の広報活動、幼稚園児等による絵画コンクールを開催し、絵画をラッピングト
ラックにする、県下の幼稚園児等に交通安全に関する物品を寄贈

鳥 取 県 9/26
10/9

伯耆町の「トラックの森」において森林整備を実施予定（9/26）
県下各県会員事業所周辺の清掃、交通安全教室・交通遺児募金・児童絵画コンテスト（10/9前後）

島 根 県 中止
10/10

「ごうつ秋まつり」（中止）、「ざいごフェスティバル」（中止）
「トラックの森」草刈り（10/10�松江市山陰道宍道湖サービスエリア裏山）

岡 山 県 中止
7月～11月

「働くトラックファミリーフェスタ」（中止）、「トラックの森事業」（中止）
小学生絵画コンクール（募集期間：7月～9月）、献血事業、募金活動等

広 島 県 中止
一部実施予定

「第28回ひろしまトラックまつり」（中止）
絵画コンクール（募集期間7/8～ 9/9）は実施。絵画コンクール表彰式（10/11）は中止

山 口 県 中止
一部実施予定

「イベント」（中止）
絵画コンクール作品展示（10/9～12�県内9か所）、各支部による国道周辺清掃活動、交通安全街頭キャンペーン等（実施予定）、絵画コンクール表
彰式（検討中�10/11�山口市）

徳 島 県
10/6

10/16～ 25
一部検討中

献血キャンペーン（10/6�四国高速運輸駐車場）
「働くトラック」こども絵画コンクール入賞作品展示（10/16～ 25ゆめタウン徳島）
「とくしま協働の森づくり“使う緑化”事業」（延期、時期未定）、絵画コンクール表彰式（中止）

香 川 県 中止
一部検討中

「働く車フェスティバル2020」（中止）
「トラックの森」植樹事業（検討中）

愛 媛 県 中止
一部実施予定

「トラックの日ふれあいフェスタ2020」（中止）
「トラックの森」植樹事業（11～ 12月予定）

高 知 県 中止
10/9、21

「高知市交通安全広場」（中止）
「とらっくの森」事業（10/9）、交通安全教室（10/21）

福 岡 県 10/9 「TRUCK�FES」（10/9「トラックの日」YouTube生配信イベント）ダンス、ミュージックライブ、作成動画の上映、協会活動等のPR広告配信。10/9
の生配信に向けたTwitter、YouTube広告の配信

佐 賀 県 検討中 「ゆめのトラック」絵画コンクールの実施、佐賀県・佐賀新聞社主催の「ばぶばぶweek（名称未定）」に共催、絵画コンクール表彰式（10/18）、絵
画ラッピングトラック出発式、会場内でのラッピングトラック行進（予定）、広報動画作成・作成動画の放映・並行して他媒体での広報利用等を検討中

長 崎 県 中止
一部実施予定

県内インターチェンジ（IC）及びパーキングエリア（PA）において業界をアピールできるチラシ、長崎県産「梨」、ウェットティッシュ等をドライバーに配布（中止）
「トラックの日」、「Gマーク制度」、「引越安心マーク制度」についての新聞記事広告掲載

熊 本 県 10/9 九州南部豪雨災害等の復興の象徴と新型コロナウイルス収束を祈念するアマビエをデザインしたステッカー「負けんばい熊本！」を作成し、全会員事業者
・全車両へ配布。トラックの日（10/9）に合わせ、地方紙およびフリーペーパーへPR広告を掲載

大 分 県 中止
一部検討中

「トラックの日イベント」（中止）
代替案を検討中

宮 崎 県 中止
一部実施予定

「チャリティフェスティバル」（中止）、「親子バスツアー」（中止）　
「献血」は実施（10月予定）

鹿 児 島 県 中止
一部実施予定

「イベント」（中止）
業界ＰＲ動画を製作予定

沖 縄 県 中止
10/9

「清掃活動」（中止）、「イベント」（中止）、「絵画コンクールの表彰式」（中止）
絵画の募集・賞の選定は行う。ラジオ番組内でトラックの日に関連した内容を放送し、物流業界の広報ＰＲ活動を行う

『広報とらっく』からのお願い
交通・運転マナーを守って！交通・運転マナーを守って！
プロトラックドライバーはプロトラックドライバーは
一般ドライバーの見本に一般ドライバーの見本に

・急な車線変更
・不用意なクラクション
・コンビニや公共施設の駐車場等での長時間駐車
・大型車進入禁止箇所等でのＵターン
・駐車場や道路へのゴミのポイ捨て
事業用トラックは車体が大きいことから、一般乗用車より目
立ち、上記の行為が交通弱者や沿道の住民の方にとって、よ
り迷惑に感じられます。プロトラックドライバーは、交通法
規を守るだけでなく、マナーを守り、一般ドライバーの見本
となりましょう。
　また、最近、交通トラブルによる事故等が社会問題化して
います。道路交通法が改正され令和２年６月末からあおり運
転が厳罰化されるなど、マナーからルールへと状況は変わっ
てきましたが、他車から迷惑行為を受けても冷静に対応する
とともに、自身もより一層の安全運転に努めましょう。

小
規
模
事
業
者
コ
ロ
ナ
時・災
害

時
特
別
対
策
委
員
会
が
初
会
合

委
員
長
に
吉
野
雅
山
氏

（
９
月
15
日
〜
９
月
30
日
）

▽
９
月
16
日

・
第
50
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

▽
９
月
17
日

・
第
15
回
経
営
改
善
・
情
報
化
委

員
会

▽
９
月
24
日

・
第
１
１
5
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
９
月
29
日

・
第
52
回
適
正
化
事
業
委
員
会
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残
念
な
が
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る
根
強
い
偏
見
が

未
だ
に
存
在
す
る
︒

　

６
月
１
日
号
の
当
コ
ラ
ム
で﹁
従

業
員
に
対
す
る
偏
見
の
払
拭
﹂
と

題
し
て
書
い
た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
だ

け
で
な
く
︑
家
族
へ
の
様
々
な
差

別
的
な
扱
い
と
︑
そ
れ
に
対
す
る

事
業
者
や
業
界
団
体
の
抗
議
な
ど

を
紹
介
︒
併
せ
て
︑
従
業
員
と
家

族
へ
の
偏
見
の
実
態
を
把
握
し
︑

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
指
摘
し
た
︒
そ
の
時
に
採
り
上

げ
た
の
は
２
月
~
４
月
ご
ろ
の
事

例
だ
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
未
だ
に

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る

偏
見
が
根
強
く
存
在
す
る
こ
と
を

実
感
さ
せ
ら
れ
た
︒

　

お
盆
を
目
前
に
控
え
た
８
月
中

旬
の
こ
と
だ
︒
東
京
都
下
の
あ
る

事
業
者
を
取
材
で
訪
ね
た
時
の
こ

と
で
あ
る
︒
同
社
で
行
っ
て
い
る

仕
事
の
１
つ
に
︑
貸
切

便
の
東
京
~
大
阪
間
の

定
期
長
距
離
輸
送
が
あ

る
︒
た
ま
た
ま
取
材
で

訪
ね
た
当
日
に
︑
大
阪

か
ら
帰
っ
て
き
た
ド
ラ

イ
バ
ー
の
報
告
に
は
驚

い
た
︒
管
理
者
に
よ
る

と
︑﹁
納
品
先
に
指
定

時
間
よ
り
少
し
早
く
着

い
た
の
で
︑
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
買
い
物
を
し
て

ト
イ
レ
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
︑

店
員
か
ら
﹃
多
摩
ナ
ン
バ
ー
は

東
京
で
し
ょ
う
﹄
と
聞
か
れ
た

の
で﹃
そ
う
で
す
﹄と
答
え
た
ら
︑

﹃
ト
イ
レ
を
使
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
﹄
と
言
わ

れ
た
﹂
と
い
う

の
だ
︒

　

第
１
は
︑
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大

の
初
期
段
階
な

ら
と
も
か
く
︑

８
月
中
旬
に
な

っ
て
も
そ
の
よ

う
な
間
違
っ
た

認
識
が
あ
る
こ

と
︒第
２
に
は
︑

そ
も
そ
も
大
阪

は
東
京
に
次
い

で
感
染
者
数
が

多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑
東
京

の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
偏
見
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
驚
い
た
︒
管
理
者
の
話
で
は
︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
は
﹃
自
分
は
い

っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
︒
や
っ
て
い
る
こ
と
に
虚
し

さ
を
感
じ
た
﹄と
言
っ
て
い
る
﹂

と
い
う
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
従
事
者
や
福

祉
関
係
者
︑
公
共
交
通
機
関
︑

小
売
業
の
店
頭
で
働
く
人
た
ち
と

と
も
に
︑
物
流
業
に
従
事
す
る
人

た
ち
に
対
し
︑﹁
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
﹂
と
い
っ
た
表
現
も
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
そ
の

こ
と
自
体
は
喜
ば
し
い
し
︑
誇
り

に
思
う
べ
き
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
の

は
表
面
的
な
称
賛
で
あ
っ
て
︑
必

ず
し
も
糠
喜
び
で
き
な
い
現
実

を
︑
こ
の
事
例
は
物
語
っ
て
い
る
︒

物
流
現
場
の
従
事
者
は
在
宅
勤
務

が
で
き
な
い
︒
十
分
な
感
染
予
防

対
策
を
施
す
こ
と
は
当
然
だ
が
︑

同
時
に
︑現
場
の
実
態
を
調
査
し
︑

社
会
に
向
か
っ
て
偏
見
の
払
拭
を

訴
え
て
い
く
活
動
が
必
要
で
あ
る
︒

﹁
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
﹃
虚
し

さ
﹄
を
感
じ
さ
せ
る
業
界
で
は
ダ

メ
だ
﹂︒

　

山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
４
月

に
山
形
新
聞
と
読
売
新
聞
（
地
元

版
）
に
出
し
た
意
見
広
告
で
は
︑

﹁
我
々
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
運
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
皆
様
の
日
々
の
生
活
を
命
が

け
で
守
っ
て
い
ま
す
﹂（
広
告
文
よ

り
）
と
訴
え
て
い
る
︒
こ
の
く
ら

い
の
強
い
姿
勢
が
必
要
だ
ろ
う
︒

第
262
回

未だに払拭されない根強い偏見

　
　

︻
解
説
︼
労
災
保
険
は
︑
基
本
的
に
︑

業
務
災
害
と
い
う
保
険
事
故
に
対
し

必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
た
め
︑
通
常
は
︑
作
業

中
に
発
生
し
た
災
害
で
あ
れ
ば
︑
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
業
務
上
の
災
害
と
し
て

　

先
日
弊
社
で
従
業
員
の
一
人
が

昼
休
み
中
に
ト
イ
レ
で
足
を
滑
ら

せ
転
倒
し
、
そ
の
拍
子
に
右
手
人

差
し
指
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
本
人
に
は
気
の
毒
で
す
が
、

昼
休
み
中
の
こ
と
で
す
か
ら
労
災

の
適
用
は
無
理
だ
と
伝
え
た
と
こ

ろ
、
そ
ば
に
い
た
別
の
従
業
員
か

ら
、
以
前
、
昼
休
み
中
の
事
故
で

も
労
災
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
の
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 第210回 

昼休みにトイレで転ん
でけがをしたが労災は

保
険
給
付
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
︒
し

か
し
︑
日
常
的
に
よ
く
あ
る
こ
と
な
の

で
す
が
︑
ご
質
問
の
よ
う
に
業
務
か

ら
離
れ
た
昼
休
み
中
に
︑
し
か
も
ト

イ
レ
で
発
生
し
た
災
害
は
ど
う
な
の

か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
問
題
点
を

簡
単
に
整
理
し
て
み
る
と
︑
二
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
指
摘
で
き
ま
す
︒
一
つ
は
︑

業
務
を
行
っ
て
い
な
い
昼
休
み
︑
す
な

わ
ち
休
憩
時
間
中
に
起
き
た
災
害
に

労
災
が
適
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
︒
も
う
一
つ
は
︑
ト
イ
レ
に
行
く

と
い
う
一
見
業
務
と
は
関
係
が
な
い
と

思
わ
れ
る
私
的
な
行
為
が
労
災
保
険

の
適
用
上
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
労
災
保
険
で
は
︑
発

生
し
た
災
害
が
業
務
上
と
認
定
さ
れ

る
に
は
︑
そ
の
災
害
に
業
務
遂
行
性

と
業
務
起
因
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
業
務
遂
行

性
と
は
︑
労
働
者
が
︑
単
に
業
務
の

遂
行
中
と
い
う
だ
け
で
な
く
︑﹁
労
働

契
約
に
基
づ
い
て
事
業
主
の
支
配
管

理
下
に
あ
る
﹂
状
態
を
い
い
ま
す
︒
一

方
︑
業
務
起
因
性
と
は
︑
災
害
が
﹁
事

業
主
の
支
配
管
理
下
に
あ
る
こ
と
に

伴
う
危
険
や
︑
業
務
に
内
在
す
る
危

険
が
現
実
化
（
具
現
化
）
し
た
も
の
﹂

と
経
験
則
上
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
ご
質
問
の
ケ
ー
ス
を
み

る
と
︑
ま
ず
︑
休
憩
時
間
中
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
︑
労
働
者
は
作
業
を

中
断
し
作
業
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
︑

確
か
に
業
務
行
為
自
体
は
行
っ
て
い
な

い
状
態
と
い
え
ま
す
︒
し
か
し
︑
事

業
場
施
設
内
に
い
る
限
り
は
︑
事
業

主
に
は
な
お
指
揮
監
督
権
を
行
使
す

る
余
地
が
あ
る
た
め
︑
労
働
者
は
事

業
主
の
支
配
管
理
下
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
︑
業
務
遂
行
性
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
ま
す
︒
当
然
︑
ト
イ
レ
は
事
業

場
施
設
内
に
あ
り
ま
す
か
ら
︑
業
務

遂
行
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
休
憩
時
間
中
に
発
生
し
た

災
害
で
あ
っ
て
も
︑
作
業
に
関
連
す

る
必
要
行
為
︑
合
理
的
行
為
に
よ
る

も
の
で
あ
れ
ば
︑
事
業
主
の
支
配
管

理
下
に
あ
る
こ
と
に
伴
う
業
務
付
随

行
為
と
し
て
︑
積
極
的
な
私
的
行
為

を
行
っ
て
い
る
な
ど
の
特
別
な
事
情
が

な
い
限
り
︑
業
務
起
因
性
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
ま
す
︒例
え
ば
︑休
憩
中
に
︑

ト
イ
レ
に
行
く
の
は
も
ち
ろ
ん
︑
昼

食
を
取
り
に
社
内
食
堂
や
休
憩
室
に

行
く
場
合
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
︒

特
に
ト
イ
レ
︑
水
飲
み
等
の
生
理
的

な
必
要
行
為
は
︑
人
間
の
生
命
維
持

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
︑
作
業
に

伴
う
業
務
付
随
行
為
と
し
て
︑
当
然
︑

業
務
起
因
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

以
上
の
点
か
ら
み
て
︑
ご
質
問
の

ケ
ー
ス
は
業
務
遂
行
性
︑
業
務
起
因

性
の
い
ず
れ
も
認
め
ら
れ
る
と
い
え
ま

す
の
で
︑
業
務
上
災
害
と
判
断
し
て

も
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
︒

Ａ�

業
務
の
遂
行
性
・
起
因
性

と
も
に
認
め
ら
れ
適
用
に

令
和
２
年
５
月

令
和
２
年
５
月
1515
日
か
ら

日
か
ら

７
月
７
月
3131
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害

日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害

年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
︑

次
期
大
綱
策
定
に
向
け
て
︑

物
流
を
取
り
巻
く
諸
課
題
へ

の
対
応
の
方
向
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
も
の
︒
今
回
は
︑

構
成
員
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
︑
国
交
省

が
７
月
~
８
月
に
か
け
て
実

施
し
た
事
業
者
団
体
等
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
概
要
報
告
を
行
っ

た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

同
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
︑
業

界
の
現
状
・
課
題
と
し
て
︑

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
輸
送
量

の
下
降
が
顕
著
化
し
て
い
る

こ
と
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

と
高
齢
化
・
若
年
労
働
力
の

減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
﹂︑﹁
荷
主
へ
の
交
渉
力

の
弱
さ
か
ら
コ
ス
ト
に
見
合

う
運
賃
収
受
が
困
難
で
あ
る

一
方
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の

対
応
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人

件
費
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
﹂

な
ど
を
挙
げ
た
上
で
︑﹁
適

正
取
引
推
進
の
た
め
の
施
策

の
推
進
﹂︑﹁
輸
送
の
効
率
化

推
進
の
た
め
の
施
策
の
推

進
﹂︑﹁
安
全
・
環
境
対
策
の

た
め
の
施
策
の
推
進
﹂
な
ど

を
説
明
し
た
︒

　

政
府
で
は
︑
同
検
討
会
が

12
月
に
取
り
ま
と
め
る
予
定

の
提
言
を
基
に
次
期
大
綱
を

策
定
し
︑
令
和
２
年
度
末
ま

で
に
閣
議
決
定
さ
せ
る
こ
と

に
し
て
い
る
︒

�

次
世
代
自
動
車
等
に
対
す

る
導
入
補
助
を
実
施

公
募
締
切
は
９
月
18
日
㈮

　

国
土
交
通
省
は
８
月
31
日
︑

﹁
地
域
交
通
の
グ
リ
ー
ン
化

に
向
け
た
次
世
代
自
動
車
普

及
促
進
事
業
﹂
と
し
て
︑
事

業
用
自
動
車
を
対
象
と
し
た

次
世
代
自
動
車
等
の
導
入
補

助
の
公
募
を
行
う
と
発
表
し

た
︒

　

補
助
対
象
と
補
助
率
は
表

の
通
り
︒
予
算
額
は
５
・
12

億
円
︒
な
お
︑
申
請
額
が
予

算
額
を
上
回
っ
た
場
合
は
︑

補
助
額
が
減
額
と
な
る
場
合

が
あ
る
︒

　

公
募
期
間
は
９
月
18
日
㈮

ま
で
︒
公
募
に
関
す
る
詳
細

は
︑
国
交
省
自
動
車
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

�

運
行
管
理
者
試
験
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
試
験

の
実
施
を
検
討
へ

10
月
11
日
ま
で
意
見
を
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送

安
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
案
に
関
す
る
意
見
募

集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

運
行
管
理
者
試
験
は
現

在
︑
筆
記
の
方
法
で
行
う
こ

と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
︒
一

方
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対

策
の
観
点
か
ら
︑
運
行
管
理

者
試
験
会
場
で
受
験
者
間
の

距
離
を
確
保
す
る
た
め
に
試

験
室
数
増
や
︑
試
験
監
督
員

の
増
員
な
ど
の
対
策
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
︑
試
験
実
施

経
費
が
高
騰
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
同
規
則
の

一
部
改
正
に
よ
り
︑
筆
記
の

方
法
に
加
え
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
し
て
実
施
す
る
試

験
方
式
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式
）
を

導
入
す
る
こ
と
に
関
し
て
︑

意
見
募
集
を
実
施
す
る
︒

　

国
土
交
通
省
は
９
月
11

日
︑
第
２
回
﹁
２
０
２
０
年

代
の
総
合
物
流
施
策
大
綱
に

関
す
る
有
識
者
検
討
会
﹂（
座

長
・
根
本
敏
則
敬
愛
大
学
教

授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
平
成
29
年

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
﹁
総
合

物
流
施
策
大
綱
（
２
０
１
７

年
度
︱
２
０
２
０
年
度
）﹂
が

今
年
度
に
計
画
年
度
の
最
終

　

意
見
募
集
期
間
は
令
和
２

年
10
月
11
日
㈰
ま
で
︒
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
電
子
政
府
の

総
合
窓
口
（e-Gov

）
を
参

照
の
こ
と
︒

�

第
15
回
﹁
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
︑

10
月
20
日
㈫
に
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
ホ
ー
ル
Ｃ
で
第

15
回
﹁
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を

開
催
す
る
︒

監
督
指
導
実
施
事
業
場

の
ほ
ぼ
半
数
で
違
法
な

時
間
外
労
働
を
確
認

令
和
元
年
度
監
督
指
導
結
果

　

厚
生
労
働
省
は
９
月
８

日
︑
長
時
間
労
働
が
疑
わ
れ

る
事
業
場
に
対
し
て
︑
労
働

基
準
監
督
署
が
令
和
元
年
度

に
実
施
し
た
監
督
指
導
結
果

を
取
り
ま
と
め
︑公
表
し
た
︒

　

同
監
督
指
導
は
︑
各
種
情

﹁
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
﹂
を
策
定

後
継
者
不
在
の
中
小
事

業
者
の
事
業
承
継
を
図
る

　

中
小
企
業
庁
は
９
月
４

日
︑﹁
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
﹂（
写
真
）を
策
定
し
︑

公
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
後
継
者
不
在
の

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
基
調

講
演
や
特
別
講
演
の
ほ
か
︑

事
業
者
に
お
け
る
取
組
事
例

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
る
︒

　

な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

員
事
業
者
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
か
ら
参
加
を
申
し

込
む
際
に
︑
協
賛
団
体
割
引

の
合
言
葉
﹁
ナ
ス
バ
﹂
を
入

力
す
る
と
︑
１
・
２
階
席
の

参
加
料（
１
人
３
０
０
０
円
）

が
３
０
０
円
引
き
と
な
る（
先

着
５
０
５
人
限
定
）︒

　

参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
細

は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
を
参

照
の
こ
と
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
９
月
１
日
か
ら

中
央
近
代
化
基
金
﹁
激
甚
災
害
融
資
﹂
の
申
し
込

み
受
付
を
開
始
し
て
い
る
︒

　
﹁
令
和
２
年
５
月
15
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
﹂
が
激
甚
災
害
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
︑
被
害
を
受
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
経
営
安
定
確
保
に
資
す
る
た
め
︑
同

災
害
を
全
ト
協
﹁
近
代
化
基
金
運
営
要
領
﹂
に
規

定
す
る
激
甚
災
害
と
認
定
し
︑
左
記
要
領
で
標
記

融
資
推
薦
の
公
募
を
実
施
す
る
︒

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
や
融
資
条
件
の
詳
細

等
に
つ
い
て
は
︑全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

﹁
激
甚
災
害
融
資
﹂
公
募
要
綱
・
様
式
集
を
参
照

の
こ
と
︒

報
か
ら
時
間
外
・
休
日
労
働

時
間
数
が
１
か
月
当
た
り
80

時
間
を
超
え
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
事
業
場
や
︑
長
時
間

に
わ
た
る
過
重
な
労
働
に
よ

る
過
労
死
等
に
係
る
労
働
災

害
請
求
が
行
わ
れ
た
事
業
場

を
対
象
に
実
施
し
た
︒

　

対
象
と
な
っ
た
３
万
２
９

８
１
事
業
場
の
う
ち
︑
１
万

５
５
９
３
事
業
場
（
47
・
３

％
）
で
違
法
な
時
間
外
労
働

中
小
事
業
者
向
け
に
︑
中
小

企
業
を
対
象
と
す
る
Ｍ
＆
Ａ

（
企
業
の
合
併
・
買
収
︹
中

小
Ｍ
＆
Ａ
︺）
を
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
た
め
の
も
の
︒

今
年
３
月
に
︑
中
小
Ｍ
＆
Ａ

に
関
す
る
手
引
き
・
指
針
と

し
て
中
企
庁
が
ま
と
め
た

﹁
中
小
Ｍ
＆
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
を
も
と
に
︑
イ
ラ
ス
ト

を
用
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
中
企
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な

っ
て
い
る
︒

が
確
認
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
２

５
５
９
事
業
場（
７
・
８
％
）

で
は
賃
金
不
払
残
業
が
確
認

さ
れ
た
ほ
か
︑
過
重
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
防
止
措
置
が

未
実
施
だ
っ
た
事
業
場
が
６

４
１
９
事
業
場（
19
・
５
％
）

確
認
さ
れ
た
︒

　

運
輸
交
通
業
で
は
︑
監
督

指
導
を
実
施
し
た
２
５
４
７

事
業
場
の
う
ち
︑
１
５
０
９

事
業
場
で
違
法
な
時
間
外
労

働
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
︑
１

９
２
事
業
場
で
賃
金
不
払
残

業
が
︑
ま
た
４
１
９
事
業
場

で
健
康
障
害
防
止
措
置
の
未

実
施
が
確
認
さ
れ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑
今
後
も
長

時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
た

取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
︑
11
月
の
﹁
過
重

労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

期
間
中
に
重
点
的
な
監
督
指

導
を
行
う
方
針
と
し
て
い
る
︒

個人事業主や小規模企業を含め
中小企業のみなさまも、Ｍ＆Ａは可能です！

具体例をマンガで解説！

中小Ｍ＆Ａ
ハンドブック

表 補助対象車両等および補助率
補助対象車両等 補助率

・電気トラック（バン） 車両本体価格の４分の１

・ハイブリッド・天然ガストラック 通常車両価格との差額の３分の１

・電気自動車用充電設備等 導入費用の 4分の1（充電設備の工
事費については実額または上限額）

注：補助を受けられる対象は事業用自動車に限る。

第
２
回「
２
０
２
０
年
代
の

総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る

有
識
者
検
討
会
」を
開
催

中央近代化基金「激甚災害融資」融資推薦申込を公募中央近代化基金「激甚災害融資」融資推薦申込を公募
「激甚災害融資」公募要綱（抜粋）
※公募推薦総枠　5億円
※公募期間　令和2年9月1日㈫～令和3年1月29日㈮
※推薦対象者
激甚災害に指定された「令和2年5月15日から7月31日までの間の豪雨によ
る災害」による被災で、下記⑴または⑵のいずれかに該当する貨物自動車
運送業者、その共同体およびその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業
者に係る資金調達を行う者に限る）であって、都道府県トラック協会に加入
し、㈱商工組合中央金庫（商工中金）または商工中金の代理店との取引資
格がある者
⑴�上記の災害により、事務所もしくは主要な事業資産について、全壊・半
壊、その他これらに準ずる被害を受けた者

⑵�上記の災害により、運送収入または輸送トン数について、「被災後2か月
の実績」または「今後2か月の見込み」が前年同期と比べ20％以上の減
少が見込まれる者

※対象資金
激甚災害を受けた事業者の経営安定の確保を目的とした事業の再建また
は正常な操業維持に必要な設備資金および運転資金
※融資限度　5千万円（個別企業体・共同体とも）
※償還期間　10年以内
ただし、設備資金で融資対象物件の法定耐用年数が10年を下回る場合は
法定耐用年数以内（車両購入資金は5年以内）
※利子補給率　年0.3％
※都道府県トラック協会から全ト協宛て推薦期限（全ト協必着日）
【第1回】令和2年10月��9日㈮� 【第2回】令和2年11月13日㈮
【第3回】令和2年12月11日㈮� 【第4回】令和3年��1月15日㈮
【第5回】令和3年��1月29日㈮
※推薦適否決定通知（予定）日
【第1回】令和2年10月23日㈮� 【第2回】令和2年11月27日㈮
【第3回】令和2年12月25日㈮� 【第4回】令和3年��1月29日㈮
【第5回】令和3年��2月19日㈮

全ト協
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令
和
元
年
の
台
風
19
号

は
︑
10
月
12
日
19
時
前
に
大

型
で
強
い
勢
力
の
ま
ま
伊
豆

半
島
に
上
陸
︒
関
東
地
方
を

通
過
し
て
翌
13
日
未
明
に
東

北
地
方
の
海
上
に
抜
け
た
︒

こ
の
台
風
19
号
の
影
響
に
よ

り
︑
静
岡
県
や
新
潟
県
︑
関

東
甲
信
地
方
︑
東
北
地
方
な

ど
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
︑
各
所
で
河
川
が

氾
濫
す
る
な
ど
︑
東
日
本
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
︒

　

茨
城
県
で
は
︑
那
珂
川
︑

久
慈
川
が
氾
濫
し
て
死
者
２

人
︑
負
傷
者
20
人
︑
行
方
不

明
者
１
人
と
い
う
人
的
被
害

の
他
︑
建
物
被
害
は
︑
全
・

半
壊
︑
一
部
破
損
︑
床
上
・

下
浸
水
合
わ
せ
て
５
０
７
７
棟

（
う
ち
住
家
４
０
０
４
棟
）

と
い
う
被
害
が
発
生
し
た
︒

　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

も
︑
16
の
事
業
者
が
事
務
所

や
車
庫
な
ど
の
施
設
被
害
︑

ま
た
車
両
浸
水
な
ど
の
何
ら

か
の
被
害
を
受
け
る
な
ど
し

た
︒

　

茨
城
県
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
︑
茨
城
県
ト
協
は
こ
の
豪

雨
被
害
に
対
し
て
︑
水
戸
市

の
県
央
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
筑
西
市
の
県
西
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
（
１
次
物
資

拠
点
）
か
ら
水
戸
市
︑
常
陸

大
宮
市
︑
常
陸
太
田
市
︑
常

総
市
︑
ひ
た
ち
な
か
市
︑
城

里
町
︑
大
子
町
︑
境
町
な
ど

県
内
各
緊
急
救
援
物
資
集
積

所
（
２
次
物
資
拠
点
）
ま
で

の
緊
急
救
援
物
資
輸
送
と
と

も
に
︑
同
防
災
セ
ン
タ
ー
へ

の
入
出
庫
作
業
︑
輸
送
に
附

帯
す
る
保
管
・
仕
分
け
等
の

作
業
と
運
営
を
担
っ
た
︒

　

実
施
期
間
は
︑
10
月
13
日

か
ら
11
月
24
日
ま
で
の
延
べ

19
日
間
で
︑
こ
の
期
間
に
出

動
し
た
緊
急
救
援
物
資
輸
送

車
両
は
延
べ
53
台
と
な
る
︒

ま
た
︑
こ
の
期
間
中
に
は
︑

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
延
べ
19

台
貸
し
出
し
て
︑
入
出
庫
作

業
の
指
示
・
保
管
・
仕
分
け

・
運
営
は
茨
城
県
職
員
と
協

力
し
︑
茨
城
県
ト
協
職
員
が

対
応
し
た
︒

　
﹁
令
和
元
年
の
10
月
13
日

は
日
曜
だ
っ
た
た
め
︑
不
測

の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
自
宅
で
待
機
し
て
お
り
ま

し
た
が
︑
早
朝
︑
茨
城
県
の

防
災
担
当
者
か
ら
私
の
携
帯

電
話
に
緊
急
救
援
物
資
の
輸

送
依
頼
が
入
り
ま
し
た
︒
こ

の
た
め
︑
急
い
で
出
勤
す
る

と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
協
会
職

員
や
水
戸
支
部
と
連
絡
を
と

り
︑
水
戸
支
部
か
ら
車
両
の

提
供
を
受
け
て
乾
パ
ン
84
箱

を
２
㌧
車
で
境
町
役
場
へ
と

緊
急
輸
送
し
た
ほ
か
︑
同
日

中
に
︑
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
常

陸
太
田
市
役
所
︑
ま
た
県
西

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
常

総
市
青
少
年
の
家
ま
で
乾
パ

ン
︑
水
︑
ク
ラ
ッ
カ
ー
︑
毛

布
な
ど
を
輸
送
し
ま
し
た
︒

そ
れ
以
降
も
11
月
24
日
ま

で
︑
土
日
も
含
め
同
防
災
セ

ン
タ
ー
運
営
と
緊
急
救
援
物

資
輸
送
を
続
け
ま
し
た
﹂（
大

貫
仁
専
務
理
事
）

　

茨
城
県
が
保
有
す
る
県
央

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
は
︑
茨

城
県
ト
協
の
﹁
茨
城
県
ト
ラ

ッ
ク
総
合
会
館
（
防
災
・
研

修
セ
ン
タ
ー
）﹂
の
敷
地
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
（
コ
ラ
ム

参
照
）︒
ま
た
︑
茨
城
県
ト

協
の
立
地
も
県
庁
か
ら
直
線

距
離
で
約
１
㌔
㍍
と
い
う
近

さ
で
︑
い
わ
ゆ
る
目
と
鼻
の

先
︒
双
方
が
建
物
を
目
視
で

き
る
距
離
に
あ
る
︒ち
な
み
に

﹁
県
庁
の
窓
か
ら
は
防
災
セ

ン
タ
ー
で
作
業
し
て
い
る
風

景
が
見
え
る
﹂（
大
貫
専
務

理
事
）
ほ
ど
だ
︒

　

同
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
︑

こ
の
台
風
19
号
災
害
時
に
は
︑

﹁
ク
ロ
ス
ド
ッ
キ
ン
グ
方
式
﹂

の
輸
送
体
制
が
と
ら
れ
︑
元

々
備
蓄
さ
れ
て
い
た
物
資
に

加
え
て
︑
国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ

型
物
資
︑
他
自
治
体
か
ら
搬

入
さ
れ
る
物
資
が
集
積
さ

れ
︑
そ
こ
か
ら
２
次
物
資
拠

点
へ
と
必
要
な
物
資
を
積
み

合
わ
せ
す
る
な
ど
し
て
輸
送

さ
れ
た
︒
同
防
災
セ
ン
タ
ー

に
は
茨
城
県
の
防
災
・
危
機

管
理
課
職
員
と
と
も
に
︑
茨

城
県
ト
協
の
職
員
が
常
駐
し

て
お
り
︑
届
い
た
救
援
物
資

は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用

し
て
倉
庫
内
に
搬
入
︒
ま
た
︑

県
や
市
町
村
な
ど
か
ら
届
く

避
難
所
等
へ
の
救
援
物
資
オ

ー
ダ
ー
を
県
が
管
理
し
︑
茨

城
県
ト
協
が
オ
ー
ダ
ー
ご
と

に
県
内
会
員
事
業
者
へ
輸
送

依
頼
を
行
い
︑
時
に
は
１
車

に
単
一
の
物
資
を
単
一
の
２
次

物
資
拠
点
へ
︑
ま
た
︑
時
に

は
多
種
の
物
資
を
積
み
合
わ

せ
る
な
ど
し
て
複
数
の
２
次

物
資
拠
点
へ
届
け
る
な
ど
︑

迅
速
か
つ
効
率
よ
く
緊
急
救

援
物
資
輸
送
を
行
っ
た
︒

　

こ
の
隣
接
し
た
施
設
の
距

離
感
と
︑
県
と
茨
城
県
ト
協

の
密
接
な
連
絡
・
連
携
体
制

が
ス
ム
ー
ズ
に
機
能
し
︑
救

援
物
資
の
滞
留
な
ど
は
発
生

し
な
か
っ
た
の
に
は
︑
確
固

た
る
理
由
が
あ
っ
た
︒

　

き
っ
か
け
は
︑
平
成
23
年

に
発
災
し
た
﹁
東
日
本
大
震

災
﹂
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
︒

茨
城
県
で
も
︑
こ
の
大
震
災

に
よ
り
人
的
被
害
は
死
者
66

人
︑
行
方
不
明
者
１
人
で
︑

住
宅
被
害
も
全
・
半
壊
︑
一

部
損
壊
︑
床
上
・
床
下
浸
水

を
合
わ
せ
て
21
万
９
８
１
８

棟
に
上
り
︑
県
内
で
の
ピ
ー

ク
時
の
避
難
者
は
７
万
７
２

８
５
人
を
数
え
る
に
至
っ
て
い

た
︒

　

茨
城
県
ト
協
に
は
︑
３
月

11
日
の
午
後
10
時
に
茨
城
県

か
ら
緊
急
救
援
物
資
輸
送
の

依
頼
が
入
り
︑
茨
城
県
ト
協

は
︑
輸
送
協
定
に
基
づ
き
直

ち
に
輸
送
事
業
者
の
選
定
・

決
定
を
行
う
と
と
も
に
︑
車

両
が
出
発
︒
筑
西
市
に
あ
る

県
保
有
の
県
西
備
蓄
倉
庫
か

ら
毛
布
２
０
０
０
枚
を
積
み

込
み
︑
３
月
12
日
深
夜
に
パ

ト
カ
ー
先
導
に
よ
る
緊
急
走

行
で
出
発
︒
し
か
し
︑
道
路

事
情
の
悪
さ
や
激
し
い
渋
滞

な
ど
で
︑
目
的
地
で
あ
る
日

立
市
の
消
防
署
に
無
事
到
着

し
た
の
は
︑
翌
早
朝
５
時
だ

っ
た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
震
災
時
は
︑
発
災

当
初
︑
県
内
４
か
所
の
備
蓄

倉
庫
を
１
次
物
資
拠
点
と
し

て
使
用
し
た
が
︑
分
散
し
て

立
地
し
て
い
る
こ
と
や
︑
倉

庫
建
物
の
構
造
自
体
が
物
資

の
仕
分
け
に
不
向
き
で
非
効

率
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑

１
次
物
資
拠
点
が
水
戸
市
の

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
集
約

化
さ
れ
た
も
の
の
︑
こ
の
施

設
も
ト
ラ
ッ
ク
が
直
接
入
れ

る
施
設
で
は
な
い
た
め
︑
搬

出
入
に
い
わ
ゆ
る﹁
横
持
ち
﹂

を
要
す
る
な
ど
︑
解
決
策
に

な
ら
な
か
っ
た
︒

　

一
方
︑
情
報
面
で
も
課
題

が
多
か
っ
た
︒
同
震
災
で
は

被
災
地
以
外
で
も
通
信
の
断

絶
が
大
規
模
に
発
生
し
︑
茨

城
県
で
も
同
様
の
状
態
だ
っ

た
︒
こ
の
た
め
︑
初
動
で
は

県
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
協
会
へ
の
連
絡
が
取

れ
な
か
っ
た
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ

ク
協
会
内
で
も
様
々
な
場
面

で
連
絡
が
と
れ
な
い
困
難
な

状
態
が
生
じ
て
い
た
︒
そ
の

よ
う
な
様
々
な
要
因
か
ら
︑

県
か
ら
の
緊
急
救
援
物
資
の

輸
送
依
頼
が
あ
っ
て
も
︑
場

合
に
よ
っ
て
は
２
日
か
ら
３

日
ほ
ど
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
要

し
て
し
ま
う
な
ど
の
状
況
も

生
じ
て
い
た
と
い
う
︒

　
﹁
当
時
︑
停
電
等
で
連
絡

が
つ
か
な
い
な
ど
情
報
が
錯

綜
す
る
混
乱
の
中
︑
緊
急
救

援
物
資
輸
送
事
業
者
の
選
定

・
決
定
か
ら
荷
受
け
場
所
へ

の
移
動
な
ど
で
︑
最
初
の
緊

急
救
援
物
資
輸
送
車
は
筑
西

市
か
ら
日
立
市
へ
は
︑
連
絡

を
受
け
て
か
ら
到
着
す
る
ま

で
お
よ
そ
７
時
間
も
か
か
り

ま
し
た
︒
本
来
で
あ
れ
ば
そ

の
よ
う
な
長
時
間
を
要
す
る

距
離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
し
︑
あ
の
焦
燥
感
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
︒
東
日

本
大
震
災
以
前
か
ら
︑
県
と

の
災
害
時
の
緊
急
救
援
輸
送

に
関
す
る
協
定
は
締
結
し
て

あ
り
ま
し
た
が
︑
こ
の
経
験

か
ら
﹃
見
直
し
が
必
要
﹄
と

考
え
て
︑
こ
の
年
の
６
月
に

は
茨
城
県
︑
国
土
交
通
省
関

東
運
輸
局
︑
茨
城
県
ト
協
︑

周
辺
自
治
体
︑
学
識
経
験
者

を
構
成
員
と
す
る
﹃
茨
城
県

に
お
け
る
緊
急
物
資
輸
送
体

系
の
検
討
委
員
会
﹄
を
立
ち

上
げ
︑
12
月
ま
で
に
は
結
論

を
見
ま
し
た
︒
未
曾
有
の
大

震
災
を
経
験
し
て
得
ら
れ
た

教
訓
を
基
に
︑
ま
と
ま
っ
た

報
告
書
に
沿
っ
て
︑
24
年
６

月
ま
で
に
協
定
書
を
見
直

し
︑
新
た
な
協
定
を
締
結
す

る
と
と
も
に
︑
ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
両
面
か
ら
︑
具
体
的
に

新
し
い
緊
急
救
援
物
資
輸
送

体
制
整
備
を
進
め
ま
し
た
﹂

（
小
林
幹
愛
会
長
）

令和元年台風19号被害で、１次物資拠点となった県央総合防災センターから２次物資拠点へ向けて出発する緊急救援物資輸送
車（令和元年10月18日）

同防災センター内では、茨城県職員および茨城県ト協職員とともにドライバーらも協力して救援物資
をトラックに積載した（令和元年10月18日）

令
和
元
年
台
風
19
号
で
那
珂
川
な
ど
氾
濫

茨
城
県
ト
協
が
１
次
・
２
次
物
資
拠
点
間
輸
送

先
の
震
災
・
水
害
で
の
反
省
を
活
か
し
て

茨
城
式
の
緊
急
救
援
物
資
輸
送
体
制
を
構
築

　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

平
成
29
年
６
月
︑
水
戸
市
見

川
町
に
総
合
会
館
（
防
災
・

研
修
セ
ン
タ
ー
）
を
竣
工
し

た（
写
真
㊤
）︒
同
会
館
は
︑

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活

か
し
︑
災
害
対
応
機
能
を
強

化
し
た
の
が
最
大
の
特
徴
︒

会
館
は
事
務
棟
と
教
習
棟
で

構
成
さ
れ
︑
災
害
時
に
は
緊

急
物
資
輸
送
の
拠
点
と
し
て

機
能
で
き
る
よ
う
︑
建
物
の

耐
震
強
度
を
通
常
の
基
準
の

１
・
25
倍
に
し
て
備
え
た
︒

　

ま
た
︑
普
段
は
研
修
室
と

し
て
使
用
す
る
事
務
棟
の
２

階
を
地
域
住
民
の
避
難
所
に

す
る
こ
と
が
可
能
で
︑
教
習

棟
は
普
段
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
教
習
施
設
と
し
て
使
用
す

る
が
︑
緊
急
時
は
緊
急
物
資

輸
送
の
荷
捌
き
場
と
し
て
使

用
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
敷
地
内
の
教
習

棟
の
隣
に
は
︑
県
の
災
害
物

資
備
蓄
倉
庫
﹁
県
央
総
合
防

災
セ
ン
タ
ー
（
写
真
㊧
）﹂

が
設
置
さ
れ
て
お
り
︑
災
害

時
は
︑
茨
城
県
の
支
援
物
資

の
集
積
や
配
送
の
拠
点
と
な

る
︒
茨
城
県
ト
協
は
県
と
連

携
・
協
力
し
同
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
す
る
と
い
う
︑
ま
さ

に
官
民
一
体
と
な
っ
た
防
災

拠
点
と
な
っ
て
い
る
︒

　

防
災
セ
ン
タ
ー
は
鉄
骨
造

り
１
階
建
て
で
︑
面
積
は
床

面
積
１
0
０
０
平
方
㍍
と
庇ひ

さ
し

２
０
０
平
方
㍍
の
合
計
１
２

０
０
平
方
㍍
︒
食
料
︑
水
︑

ト
イ
レ
処
理
セ
ッ
ト
︑
ト
イ

レ
用
テ
ン
ト
︑
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
等
が
常
時
備
蓄
さ
れ
る
︒

　

こ
の
防
災
セ
ン
タ
ー
は
︑

通
常
時
は
備
蓄
物
資
の
保
管

倉
庫
と
な
る
が
︑
大
規
模
災

害
時
に
は
︑
国
や
他
の
都
道

府
県
︑
ま
た
市
町
村
等
か
ら

の
物
資
を
１
次
物
資
拠
点
と

し
て
受
け
入
れ
︑
物
資
を
集

積
・
保
管
し
て
お
く
ほ
か
︑

市
町
村
の
２
次
物
資
拠
点
へ

の
配
送
拠
点
と
し
て
活
躍
す

る
︒

　

そ
の
た
め
に
︑
同
防
災
セ

ン
タ
ー
は
10
㌧
車
な
ど
の
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
セ
ン
タ
ー
内

ま
で
乗
り
入
れ
可
能
な
横
幅

５
㍍
︑
高
さ
４
・
５
㍍
の
扉

を
も
つ
ほ
か
︑
セ
ン
タ
ー
内

は
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
縦

横
無
尽
に
稼
働
可
能
な
よ
う

に
無
柱
の
構
造
と
し
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
防
災
セ
ン
タ
ー
内

は
ウ
イ
ン
グ
車
が
ウ
イ
ン
グ

を
開
放
で
き
る
天
井
高
６
㍍

~
８
㍍
を
確
保
し
た
︒
な
お
︑

複
数
の
ト
ラ
ッ
ク
が
集
中
し

た
場
合
の
た
め
に
︑
雨
天
で

も
作
業
が
可
能
な
奥
行
き
５

㍍
︑
幅
40
㍍
の
庇
も
設
置
︒

駐
車
マ
ス
も
大
型
車
５
台
︑

普
通
車
（
４
㌧
）
７
台
を
備

え
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
防
災
セ
ン
タ
ー
内

に
は
︑
２
段
ラ
ッ
ク
や
輸
送

用
パ
レ
ッ
ト
な
ど
が
備
え
付

け
ら
れ
て
お
り
︑
全
国
各
地

か
ら
届
け
ら
れ
た
プ
ッ
シ
ュ

型
輸
送
物
資
を
受
け
入
れ
る

体
制
も
整
っ
て
い
た
︒

敷地内に県央総合防災センター
茨城県トラック総合会館
（ 防 災 ・ 研 修 セ ン タ ー ）

コラム

　

近
年
︑
我
が
国
で
は
︑
地
震
や
台
風
︑

大
雨
や
豪
雪
と
い
っ
た
様
々
な
自
然
災
害

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
で
は
︑
そ
う
し
た
自
然
災
害

が
発
生
し
た
際
に
は
︑
国
や
自
治
体
と
の

協
定
を
基
に
緊
急
支
援
物
資
輸
送
を
迅
速

に
展
開
し
︑
被
災
者
の
命
・
生
活
を
支
え

る
︑﹁
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
と
し
て
の
役
割

を
懸
命
に
果
た
す
と
と
も
に
︑
復
興
・
復

旧
に
も
貢
献
し
て
い
る
︒

　

そ
こ
で
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑

令
和
２
年
度
の
シ
リ
ー
ズ
企
画
と
し
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
社
会
的
使

命
の
ひ
と
つ
で
あ
る
﹁
緊
急
支
援
物
資
輸

送
﹂
を
は
じ
め
と
し
た
︑
防
災
へ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑﹁
令
和
元
年
台
風
19
号
﹂
に

よ
り
那
珂
川
や
久
慈
川
が
氾
濫
し
水
害

に
見
舞
わ
れ
た
︑
一
般
社
団
法
人
茨
城

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
林
幹
愛
会
長
）
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
︒

『広報とらっく』令和２年度シリーズ企画『広報とらっく』令和２年度シリーズ企画

大規模自然災害から人々の暮らしを守るトラック運送業界大規模自然災害から人々の暮らしを守るトラック運送業界
第
４
回　

第
４
回　
「
令
和
元
年
台
風

「
令
和
元
年
台
風
1919
号
」
で
の
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り
組
み

号
」
で
の
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り
組
み

県
と
の
連
携
強
化
策
が
奏
功
、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル
活
用

県
と
の
連
携
強
化
策
が
奏
功
、
防
災
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル
活
用

東
日
本
大
震
災
、
常
総
水
害
な
ど
の
体
験
を
教
訓
と
し
て

東
日
本
大
震
災
、
常
総
水
害
な
ど
の
体
験
を
教
訓
と
し
て

小林　幹愛
会長

宮内　博夫
副会長

茨城県ト協のフォークリフト教習棟㊧と県央総合防
災センター㊨はすぐ隣に設置されている

防災センター内のパレットには
「茨城県」のロゴが見える
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国26か所のトラックステーション（TS）は全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国26か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5条 1-1-2　 011-897-9101� 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455� 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※�駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

こ
う
し
た
当
時
の
反
省
と

課
題
の
分
析
な
ど
か
ら
得
ら

れ
た
教
訓
を
基
に
︑
新
た
な

緊
急
救
援
物
資
輸
送
体
制
が

提
言
さ
れ
た
︒

　

そ
こ
で
は
︑
ま
ず
︑
県
災

害
対
策
本
部
に
物
流
専
門
家

も
参
画
す
る
︑﹁
物
資
調
達

班
﹂
を
設
置
す
る
こ
と
を
制

度
化
す
る
な
ど
﹁
中
枢
管
理

機
能
﹂
を
強
化
し
た
︒

　

ま
た
︑
災
害
時
優
先
電
話

の
設
置
や
衛
星
携
帯
電
話
の

導
入
︑
非
常
用
電
源
の
確
保

な
ど
﹁
情
報
・
通
信
﹂
機
能

を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
も
提

言
さ
れ
た
︒

　

そ
し
て
︑
緊
急
救
援
物
資

の
﹁
集
積
所
・
備
蓄
倉
庫
﹂

に
つ
い
て
は
︑民
間
団
体
（
ト

ラ
ッ
ク
協
会
等
）
で
の
備
蓄

の
実
施
や
災
害
時
に
お
け
る

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
パ
レ
ッ
ト

等
省
力
化
機
器
の
導
入
と
︑

そ
れ
に
対
応
で
き
る
施
設
の

整
備
が
指
摘
さ
れ
た
︒

　

さ
ら
に
︑輸
送
の
面
で
は
︑

燃
料
不
足
に
対
応
す
る
イ
ン

タ
ン
ク
の
設
置
︑
緊
急
車
両

通
行
許
可
証
の
ス
ム
ー
ス
な

交
付
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
た
︒

　　
﹁﹃
す
ぐ
届
け
た
い
﹄﹃
次

の
災
害
で
は
モ
ノ
が
届
か
な

い
と
い
う
こ
と
を
な
く
し
た

い
﹄と
い
う
強
い
気
持
ち
で
︑

検
討
委
員
会
が
一
丸
と
な
っ

て
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
︒
国
や
県
が
理
解
・
協

力
し
て
く
れ
た
の
も
︑
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
︒
先
の
震
災
後
︑

す
ぐ
に
取
り
か
か
っ
た
検
討

会
の
報
告
は
そ
の
年
末
に
は

結
論
を
見
て
︑
輸
送
協
定
の

見
直
し
や
新
た
な
輸
送
体
制

づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
は
で
き
ま
し
た
︒
一
方
︑

集
積
所
や
備
蓄
倉
庫
な
ど
ハ

ー
ド
面
に
関
し
て
は
な
か
な

か
提
言
通
り
の
構
築
が
難
し

く
︑
時
間
は
か
か
り
ま
し
た

が
︑
平
成
29
年
６
月
か
ら
こ

の
体
制
が
完
成
し
ま
し
た
︒

今
回
の
台
風
19
号
被
害
が
新

し
い
総
合
会
館
︑
県
央
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
て

初
め
て
の
災
害
で
し
た
が
︑

結
果
的
に
は
前
の
災
害
の
教

訓
を
活
か
し
た
︑
迅
速
で
的

確
な
緊
急
救
援
輸
送
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
用
地

選
定
か
ら
設
計
・
施
工
と
︑

造
る
ま
で
は
と
て
も
大
変
で

し
た
が
︑
苦
労
し
て
育
っ
た

子
ど
も
は
丈
夫
だ
っ
た
よ
う

で
す
﹂（
小
林
会
長
）

　

茨
城
県
ト
協
で
は
︑
平
成

27
年
の
常
総
水
害
（
別
掲
メ

モ
）
も
経
験
し
て
い
た
︒
そ

の
当
時
は
︑
茨
城
県
ト
協
は

ま
だ
以
前
の
事
務
所
で
︑
県

央
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
も
完

成
す
る
前
だ
っ
た
た
め
︑
ハ

ー
ド
面
で
は
多
少
不
具
合
が

あ
っ
た
が
︑
物
流
専
門
家
を

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
派
遣
す

る
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
は
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
︒

当
時
︑
１
次
物
資
拠
点
と
な

っ
た
水
海
道
総
合
体
育
館
に

は
発
災
当
初
か
ら
約
３
週
間

常
駐
し
︑
物
資
の
流
れ
を
管

理
︒
例
え
ば
︑
頻
繁
に
出
庫

す
る
も
の
を
手
前
に
︑
頻
繁

に
は
出
庫
し
な
い
も
の
を
奥

に
配
置
︒
水
な
ど
は
シ
ー
ト

を
か
け
て
外
に
積
む
な
ど
し

た
ほ
か
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

で
荷
役
す
る
体
制
を
確
保
し

た
︒
な
お
︑
一
般
の
体
育
館

が
メ
イ
ン
の
緊
急
救
援
物
資

倉
庫
と
な
り
︑
体
育
館
内
に

は
ト
ラ
ッ
ク
が
乗
り
入
れ
る

　

今
回
の
台
風
19
号
災
害

が
︑
水
戸
市
周
辺
地
域
だ
っ

た
こ
と
と
県
央
総
合
防
災
セ

ン
タ
ー
が
県
庁
の
お
ひ
ざ
元

に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
必
然
的

に
今
回
は
水
戸
支
部
の
会
員

事
業
者
が
緊
急
救
援
物
資
輸

送
の
中
心
を
担
う
こ
と
と
な

っ
た
︒
こ
こ
で
威
力
を
発
揮

し
た
の
は
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
㈱
が

開
発
・
提
供
す
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
﹁
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）﹂で
あ
る
︒

ラ
イ
ン
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
に
対
応
し
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
や
テ
キ
ス

ト
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
機
能
を

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
︑
ど

う
し
て
も
内
部
へ
の
搬
入
・

搬
出
は
人
海
戦
術
に
頼
る
ほ

か
な
く
︑
省
力
化
は
達
成
で

き
て
い
な
か
っ
た
︒

　

し
か
し
︑
こ
の
度
の
台
風

19
号
災
害
で
は
︑
県
央
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
た

た
め
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
防

災
セ
ン
タ
ー
内
に
入
り
込
む

こ
と
︑
ま
た
ウ
イ
ン
グ
車
が

ウ
イ
ン
グ
を
展
開
で
き
る
こ

と
︑
さ
ら
に
︑
柱
の
な
い
防

災
セ
ン
タ
ー
内
で
自
由
な
レ

イ
ア
ウ
ト
で
物
資
を
保
管
で

き
る
と
と
も
に
︑
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
が
自
在
に
走
り
ま
わ

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
︑

一
気
に
省
力
化
・
効
率
化
が

達
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
︒

有
す
る
が
︑水
戸
支
部
で
は
︑

こ
の
ラ
イ
ン
を
最
大
限
活
用

し
た
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
協
会
本
部
か

ら
水
戸
支
部
事
務
局
へ
連
絡

が
あ
る
と
︑
緊
急
救
援
物
資

の
種
類
や
大
き
さ
︑
重
さ
な

ど
に
最
適
な
車
両
の
手
配
が

必
要
で
す
︒
以
前
は
︑
ペ
ー

パ
ー
で
緊
急
連
絡
網
を
作
っ

て
い
ま
し
た
︒
毎
年
一
度
全

支
部
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
︑
緊
急
時
に
協
力
で
き

る
会
社
︑
提
供
可
能
な
車
両

の
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
︒

そ
の
こ
ろ
は
︑
連
絡
網
の
順

番
に
沿
っ
て
︑
全
社
に
電
話

で
連
絡
し
て
可
否
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
１

社
が
だ
め
な
ら
次
に
と
い
う

よ
う
に
︑
非
常
に
手
間
の
か

か
る
作
業
で
︑
決
ま
る
ま
で

時
間
も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
︒

こ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
解
消
す

る
た
め
に
今
は
︑
事
前
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
会
員
を
４

班
に
分
け
て
︑
ラ
イ
ン
グ
ル

ー
プ
で
情
報
を
提
供
し
支
部

会
員
か
ら
の
反
応
を
待
ち
ま

す
︒
現
在
で
は
︑
ほ
と
ん
ど

10
分
以
内
で
出
動
可
能
な
車

両
が
決
定
し
ま
す
﹂（
宮
内

博
夫
副
会
長
）

　

小
林
会
長
の
﹁
タ
イ
ム
ラ

グ
を
な
く
し
た
か
っ
た
﹂
と

い
う
熱
意
に
応
え
て
︑
県
庁

近
く
へ
茨
城
県
ト
協
総
合
会

館
と
県
央
総
合
防
災
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
た
こ
と
に
加
え

て
︑
水
戸
支
部
で
導
入
し
た

ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
緊

急
連
絡
体
制
︑
そ
し
て
︑
強

　

ま
た
︑
今
回
の
台
風
19
号

災
害
を
経
験
し
て
の
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
は
︑﹁
緊
急
救

援
物
資
輸
送
車
両
の
現
在
位

置
確
認
﹂﹁
同
位
置
情
報
の

発
送
側
・
荷
受
側
双
方
へ
の

提
供
﹂
な
ど
︑
被
災
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
緊
急
輸

送
を
考
え
て
い
る
と
い
う
︒

　

実
施
済
み
の
対
応
と
し
て

は
︑
同
防
災
セ
ン
タ
ー
が
複

数
の
車
両
の
作
業
で
混
雑
し

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
使
用
で

き
な
い
場
合
︑
ま
た
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
資
格
が
な
い
作

業
員
し
か
い
な
い
場
合
へ
の

対
応
と
し
て
︑
ハ
ン
ド
リ
フ

ト
を
設
置
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
重
要
な
の
が
︑

２
次
物
資
拠
点
や
そ
の
先
の

荷
役
に
つ
い
て
だ
︒
県
か
ら

の
輸
送
依
頼
に﹁
助
手
付
き
﹂

の
条
件
が
多
い
が
︑
現
在
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
お
り
︑
通

常
業
務
か
ら
緊
急
救
援
物
資

い
会
員
同
士
の
心
の
繋
が
り
︒

こ
う
し
た
要
素
が
相
互
に
効

果
を
発
揮
し
て
︑
今
回
の
台

風
19
号
で
は
︑
県
か
ら
の
輸

送
オ
ー
ダ
ー
が
当
日
に
急
に

入
っ
て
も
︑
２
時
間
か
ら
３

時
間
後
に
は
同
防
災
セ
ン
タ

ー
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
が
出
発
で

き
る
即
応
体
制
が
可
能
と
な

っ
た
︒

　

な
お
︑茨
城
県
ト
協
で
は
︑

各
支
部
か
ら
支
部
長
を
ト
ッ

プ
に
し
た
体
制
図
を
提
出
し

て
も
ら
っ
て
お
り
体
制
整
備

は
万
全
だ
が
︑
現
時
点
で
ラ

イ
ン
グ
ル
ー
プ
化
し
て
い
る

の
は
水
戸
支
部
の
み
だ
と
い

う
︒

輸
送
の
業
務
を
割
く
こ
と
す

ら
難
し
い
現
状
で
︑
助
手
付

き
は
無
理
に
近
い
︒
人
手
不

足
で
︑
致
し
方
な
く
助
手
な

し
で
現
場
に
向
か
う
場
合
が

多
か
っ
た
が
︑
そ
こ
で
は
人

手
が
な
い
︑
ま
た
は
荷
卸
し

の
手
待
ち
時
間
が
長
い
な
ど

の
課
題
も
あ
り
︑
こ
こ
は
ト

ラ
ッ
ク
協
会
独
自
に
解
決
で

き
る
問
題
で
は
な
い
︒

　

ま
た
︑
緊
急
救
援
物
資
輸

送
で
も
過
積
載
な
ど
は
で
き

な
い
の
で
︑
物
流
専
門
家
の

働
き
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て

く
る
︒
今
後
は
そ
の
よ
う
な

業
務
も
簡
素
化
で
き
る
よ
う

に
︑
国
や
県
が
︑
オ
ー
ダ
ー

す
る
貨
物
の
種
類
や
量
に
よ

っ
て
自
動
的
に
車
両
を
選
択

で
き
︑
ま
た
２
次
物
資
拠
点

に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
可
能

量
な
ど
デ
ー
タ
を
整
理
し
て

お
け
ば
﹁
一
層
の
効
率
化
・

省
力
化
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
﹂
と
し
て
い
る
︒

　
﹁
実
際
に
緊
急
救
援
物
資

輸
送
に
従
事
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
は
︑﹃
配
送
先
で
手

伝
い
が
な
く
︑
運
ぶ
の
が
大

変
だ
っ
た
﹄﹃
ト
ラ
ッ
ク
が
奥

ま
で
入
れ
な
い
配
送
先
が
あ

っ
た
﹄﹃
手
持
ち
時
間
が
結

構
あ
っ
た
﹄
な
ど
の
声
を
聴

き
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
ほ
と

ん
ど
の
現
場
で
は
︑
届
い
た

荷
物
を
感
謝
し
て
受
け
取
っ

て
も
ら
え
た
と
い
う
こ
と
で

す
︒
ま
た
︑
緊
急
救
援
物
資

輸
送
車
と
い
う
横
断
幕
を
ト

ラ
ッ
ク
の
ヘ
ッ
ド
に
掲
げ
て
走

る
の
で
す
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

は
皆
﹃
大
変
身
が
引
き
締
ま

っ
た
﹄
と
述
べ
︑
緊
急
救
援

物
資
輸
送
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
﹃
誇
り
﹄
を

も
つ
こ
と
が
で
き
︑
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
原
点
を
感
じ
な
が

ら
仕
事
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
﹂（
宮
内
副
会
長
）

　
﹁
今
後
も
地
球
規
模
で
異

常
気
象
が
心
配
さ
れ
る
中
︑

い
つ
次
の
災
害
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
状
態
だ
と
思
い
ま

す
︒
茨
城
県
は
東
日
本
大
震

災
︑
常
総
水
害
︑
令
和
元
年

台
風
19
号
災
害
の
被
災
県

で
︑
災
害
を
経
験
し
て
き
た

県
と
し
て
︑経
験
を
糧
に
﹃
次

へ
の
備
え
﹄
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

令
和
元
年
台
風
第
19
号

の
政
府
・
全
ト
協
対
応

　

令
和
元
年
10
月
13
日
午

前
︑
政
府
は
﹁
令
和
元
年
台

風
第
19
号
非
常
災
害
対
策
本

部
﹂
を
設
置
し
︑
緊
急
物
資

輸
送
に
関
し
て
﹁
プ
ッ
シ
ュ
型

の
被
災
者
支
援
に
よ
り
︑
避

難
所
の
生
活
環
境
整
備
や
避

難
者
の
生
活
必
需
品
の
確
保

に
努
め
る
﹂
と
い
う
方
針
を

決
定
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
政
府
で
は
茨
城

・
福
島
・
宮
城
・
埼
玉
・
長

野
・
栃
木
の
６
県
を
対
象

に
︑
避
難
所
生
活
用
品
を
中

心
と
し
た
プ
ッ
シ
ュ
型
物
資

輸
送
を
計
画
し
た
︒
こ
う
し

た
動
き
に
対
応
し
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
13
日
午
前

８
時
40
分
︑
坂
本
克
己
会
長

を
本
部
長
と
す
る
﹁
災
害
対

策
本
部
﹂
を
設
置
︒
国
と
の

緊
急
連
絡
体
制
を
確
保
す
る

と
と
も
に
︑
指
定
公
共
機
関

と
な
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
手
５
社
（
佐
川
急

便
㈱
︑
西
濃
運
輸
㈱
︑
日
本

通
運
㈱
︑
福
山
通
運
㈱
︑
ヤ

マ
ト
運
輸
㈱
）
と
連
携
し
た

緊
急
物
資
輸
送
体
制
を
整
備

し
た
︒

　

ま
た
︑
指
定
公
共
機
関
大

手
５
社
で
対
応
で
き
な
い
輸

送
に
関
し
て
は
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事
業

者
の
協
力
を
得
て
︑
被
災
地

域
の
物
資
拠
点
へ
の
緊
急
物

資
輸
送
を
迅
速
に
展
開
し
た
︒

常
総
水
害
（
平
成
27
年

９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
）

　

茨
城
県
常
総
市
付
近
で
は

平
成
27
年
９
月
10
日
早
朝
よ

り
鬼
怒
川
の
数
か
所
で
溢
・

越
水
や
堤
防
か
ら
の
漏
水
が

発
生
し
︑
12
時
50
分
に
は
同

市
三
坂
町
で
堤
防
１
か
所
が

決
壊
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
同

市
で
は
鬼
怒
川
と
小
貝
川
に

挟
ま
れ
た
広
範
囲
が
水
没

し
︑
死
者
２
人
︑
負
傷
者
40

人
以
上
の
人
的
被
害
の
ほ

か
︑
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
取
り
入
れ
て
当
時
竣
工
し

た
ば
か
り
の
常
総
市
役
所
本

庁
舎
が
浸
水
し
た
の
を
は
じ

め
︑
全
半
壊
家
屋
５
０
０
０

棟
以
上
と
い
う
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
（
出
典
:
常
総

市
災
害
記
録
﹁
忘
れ
な
い
９

・
10
﹂）︒

プ
を
し
て
い
る
途
中
で
す
︒

そ
の
過
程
で
今
︑
県
と
の
さ

ら
に
強
固
か
つ
密
接
な
連
携

の
ほ
か
︑
物
資
輸
送
の
パ
レ

ッ
ト
化
推
進
や
緊
急
救
援
物

資
輸
送
車
両
の
現
在
位
置
確

認
な
ど
︑
緊
急
輸
送
時
こ
そ

効
率
化
・
省
力
化
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒
今

以
上
に
被
災
者
の
心
に
寄
り

添
っ
た
緊
急
救
援
物
資
輸
送

が
で
き
る
よ
う
︑今
後
と
も
︑

歩
み
を
止
め
ず
進
化
し
続
け

る
必
要
性
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
﹂（
小
林
会
長
）

災
害
時
に
確
実
に
連
絡
が
つ
く
体
制
を

「
歩
い
て
で
も
、
自
転
車
で
も
行
け
る
場
所
に
」

ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
に
輸
送
車
手
配
の
依
頼

数
分
で
緊
急
救
援
物
資
輸
送
車
が
決
定

２
次
物
資
拠
点
の
先
の
荷
役
が
課
題

誇
り
を
胸
に
今
後
も
備
え
を
万
全
に

メモ①メモ②

水戸市の災害ボランティア活動の拠点となった老人福祉センター長寿山荘では、荷卸し
場所のすぐ横までトラックを入れることができた（令和元年10月17日）

２次物資拠点に到着すると担当者らが救援物資の荷卸しを手伝ってくれた。㊨は宮内副会長（令和元年10月17日）

２次物資拠点となった施設の多くは一般乗用車の乗り入れを想定した施設が多く、
使用できる車両は２～４トン車が多かった（令和元年10月17日）



令和2年（2020年）9月15日 （6）第2161号（第3種郵便物認可）

悪質かつ危険な飲酒運転は厳禁！！
〔秋の全国交通安全運動特別編〕

　トラックドライバーの飲酒運転事故が多発しています。ト
ラックドライバーによる飲酒運転は反社会的行為であり、ト
ラック運送業界の社会的信頼性を著しく失墜させるばかり
か、これまで築き上げてきた社会全体の信頼関係をも根底
から崩壊させかねない悪質な行為です。

●飲酒運転事故が増加

Ａさん「今年に入って、僕たちトラックドライバーの飲酒運転
事故が増えているのを知っているよね」

Ｂさん「うん。ドライバー内でも話題になっているよ」
Ａさん「今年に入って８月28日までに発生したトラックドライ

バーの飲酒運転事故は21件。うち死亡事故が２件発
生している。なかには、ひき逃げ死亡事故で逮捕さ
れた事業用トラックドライバーからアルコールが検知
されたという報道がされるなど、このままだと業界
全体の信頼が損なわれることになる」

Ｂさん「飲酒運転には、酒酔い運転の場合だと、5年以下の
懲役または100万円以下の罰金、違反が35点で免許
取消し、欠格期間3年。呼気中アルコール濃度
0.25mg/ℓ以上の酒気帯び運転で３年以下の懲役
または50万円以下の罰金、違反点数25点で免許取
消し、欠格期間２年。呼気中アルコール濃度
0.15mg/ℓ以上0.25mg/ℓ未満の酒気帯び運転で、
違反点数13点、90日の免許停止と、とても厳しい罰
則が課せられているのにね」

Ａさん「それだけではなくて、刑務所に収監されたり、一家
離散など、チョッと一杯が不幸の連鎖に繋がること
も考えておかないといけないね。それでも『少しなら
大丈夫』と思って、飲酒運転をするドライバーが後を
絶たないね」

●少量の飲酒でも運転には悪影響がでる

Ｂさん「そうだね。少量でもお酒を飲むと、情報処理能力、
注意力、判断力などが低下して、スピードを出した
り、車間距離の判断を誤ったり、危険を見落とした
り、ブレーキを踏むまでの時間が長くなったりして、
安全運転ができないといわれているよね。以前、警
察・自動車学校の監修の元、実際に飲酒運転を体験
する講習に参加した時、飲酒量は少しだったけれど
も、普段ならなんでもない道路で脱輪・立往生した
り、一時停止を無視したり、改めて飲酒運転の怖さを
実感したよ」

Ａさん「普段から安全運転をしているＢさんでも危険な運転
をしてしまうんだね。また、いろいろな調査や研究で
も、お酒に強い人、弱い人関係なく少量の飲酒で運
転には悪影響を及ぼすといわれているので、飲んだ
ら絶対に車を運転してはいけないね。ところでＢさん
は飲酒運転防止で心がけていることはあるかな」

●二日酔い運転に注意

Ｂさん「僕は運転の前日は飲酒を控えるようにしているよ。
アルコールは思っている以上に体内に残るだろ。体重
60kgの人が500mℓの缶ビールを飲んだ場合、アル
コールが抜けるのに３～４時間かかるといわれてい
る。もしそれを３缶飲んだ場合、睡眠時間と同じぐら
いの８時間が経っても、まだアルコールが抜けていな
いことになるよね。二日酔い運転の多くは、こうした

ケースで発生していると思うから、運転前日の飲酒は
慎重にした方がよいね」

Ａさん「それと仮眠前の飲酒も要注意だね。ドライバーの中
には、仮眠時の寝付きをよくするためにお酒を飲む
人がいるんだけれども、それが酒気帯び運転に繋が
ることもあるんだ。また、フェリー乗船中に飲酒し
て、下船後に事故を起こすケースもある。こうした仮
眠前やフェリー乗船時の飲酒が習慣化するとアル
コール依存症に繋がる危険もあるので、『仮眠前や
フェリー乗船中は飲酒はしないように』とアドバイス
しているよ」

Ｂさん「なるほど。後輩たちにもアドバイスしておくよ。ほか
になにかあるかな」

Ａさん「アルコール検知器によるチェックもしっかり行うこと
かな。これを行うことで、飲酒運転防止に大きな効果
があると思うよ。プロドライバーの責務として、アル
コール検知器によるチェックも徹底してほしいね」

　薄暮時、あなたはライトを点灯せずに片側１車線の道路を走行
しています。前方左側の脇道から左折しようとしている車がいま
す。その先にはクリニックがあります。この場面にはどのような
危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔秋の全国交通安全運動特別編①〕
「薄暮時の横断歩道のある単路」

（解説・２面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

（解説・２面）

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

　あなたは前車に続いて狭い片側１車線の通学路を走行していま
す。右側の集会所の前では高齢者が話をしています。また、左側
には友達と遊びながら下校している小学生がいます。この場面に
はどのような危険がありますか。危険を避けるためにはどのよう
な運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔秋の全国交通安全運動特別編②〕
「下校時間帯の通学路」

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

全
ト
協
実
施
計
画

令
和
２
年

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

1
安
全
運
行
の
確
保

　

会
員
事
業
者
（
運
行
管
理

者
を
含
む
︒
以
下
﹁
事
業
者

等
﹂）
は
︑
運
転
者
に
対
し
︑

次
の
事
項
を
重
点
に
お
い
た

安
全
運
行
の
徹
底
に
つ
い
て

指
導
す
る
︒
特
に
︑
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転

事
故
の
増
加
や
︑
事
故
の
過

半
数
を
追
突
事
故
が
占
め
︑

か
つ
︑
死
亡
事
故
の
４
割
が

交
差
点
で
発
生
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
︑
下
記
⑴
﹁
飲

酒
運
転
の
根
絶
﹂︑
⑵
﹁
追

突
事
故
及
び
交
差
点
に
お
け

る
事
故
の
防
止
﹂
を
最
重
点

推
進
項
目
と
し
て
徹
底
す
る
︒

︿
最
重
点
推
進
項
目
﹀

⑴
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

酒
気
帯
び
運
転
︑
飲
酒
運

転
の
根
絶
を
徹
底
す
る
た

め
︑
全
ト
協
制
作
の
﹁
飲
酒

運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

等
を
活
用
し
︑
運
転
者
に
対

す
る
適
切
な
指
導
監
督
を
実

施
す
る
と
と
も
に
︑
ア
ル
コ

ー
ル
検
知
器
を
使
用
し
た
厳

正
な
点
呼
を
実
施
す
る
︒

⑵
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
事
故
の
半
数
を
占
め
る
追

突
事
故
及
び
︑
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る

死
亡
事
故
の
４
割
を
占
め
る

交
差
点
事
故
を
防
止
す
る
た

め
︑全
ト
協
で
制
作
し
た
﹁
ト

ラ
ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ

ュ
ア
ル
~
追
突
事
故
撲
滅
キ

ッ
ト
~
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
交
差

点
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
~

交
差
点
事
故
撲
滅
キ
ッ
ト

~
﹂
等
を
活
用
し
た
セ
ミ
ナ

ー
を
全
国
展
開
す
る
と
と
も

に
︑
運
転
者
へ
の
指
導
・
教

育
を
促
し
︑
追
突
事
故
防
止

及
び
交
差
点
に
お
け
る
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
︒

　

ま
た
︑
追
突
事
故
発
生
時

に
お
け
る
被
害
の
軽
減
に
有

効
な
﹁
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ

ー
キ
装
置
﹂搭
載
車
の
普
及
︑

及
び
交
差
点
等
に
お
け
る
左

折
事
故
防
止
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
︑
車
載
カ
メ
ラ
装

着
車
両
の
普
及
を
促
進
す
る
︒

︿
重
点
推
進
項
目
﹀

⑶
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

子
供
と
高
齢
者
の
傍
を
通

過
す
る
際
は
︑
十
分
に
速
度

を
落
と
す
な
ど
︑
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
の
励
行
︒

⑷
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑸
携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
禁
止
の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
横
断
歩

道
に
お
い
て
歩
行
者
を
優
先

す
る
よ
う
徹
底
す
る
︒

⑹
高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
な

ど
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
事

故
防
止
を
徹
底
す
る
︒

⑺
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑻
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事

故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
は
︑
運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

休
憩
又
は
睡
眠
の
た
め
の
時

間
及
び
休
息
の
た
め
の
時
間

が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
勤

務
時
間
及
び
乗
務
時
間
を
定

め
る
と
と
も
に
︑
運
行
管
理

者
に
対
し
て
は
運
行
経
路
︑

運
行
時
間
︑
休
憩
地
点
等
を

含
む
適
切
な
運
行
指
示
書
の

作
成
や
運
行
計
画
︑
並
び
に

乗
務
割
の
作
成
を
行
い
︑
点

呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者
の

疲
労
︑睡
眠
不
足
の
状
況
等
︑

健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底
す

る
よ
う
指
示
し
︑
過
労
運
転

や
睡
眠
不
足
に
よ
る
運
転
の

防
止
に
努
め
る
︒

⑽
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
﹂
を
活
用
し
た
安
全
意
識

の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
訓

練
）
を
実
施
し
︑﹁
だ
ろ
う

運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し
れ
な

い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る
よ
う

徹
底
を
図
る
︒

2
車
両
の
安
全
性
の
確
保

　

事
業
者
等
は
︑
大
型
ト
ラ

ッ
ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
等
に
つ

い
て
平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
３
か
月
ご
と
の
定
期
点
検

が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
つ
つ
︑﹁
自
動
車
点
検

整
備
推
進
運
動
﹂
及
び
﹁
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
﹂
を
積
極
的
に
推
進
し
︑

大
型
車
の
車
輪
脱
落
や
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
落
下
に
よ
る
事
故

等
を
防
止
す
る
た
め
︑
車
両

の
日
常
点
検
及
び
定
期
点
検

の
確
実
な
実
施
に
努
め
る
と

と
も
に
︑
不
正
改
造
の
防
止

を
徹
底
す
る
︒

3
事
故
情
報
等
の
収
集
に
よ

る
安
全
意
識
の
高
揚

　

事
業
者
等
は
︑
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
重
大

事
故
に
か
か
る
統
計
デ
ー

タ
﹂
や
︑
国
交
省
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
﹁
事
業
用
自
動
車
安

全
通
信
﹂
等
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
事
業
用
自
動
車
の

重
大
事
故
発
生
状
況
︑
事
業

用
自
動
車
に
係
る
各
種
安
全

対
策
等
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
に
努
め
︑
従
業
員
の
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
︒

　
﹁
令
和
２
年
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
﹂
が
︑
９
月
21

日
㈪
か
ら
30
日
㈬
に
か
け
て

実
施
さ
れ
る
（
写
真
）︒

　

全
国
運
動
重
点
は
︑﹁
子

供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
と
自
転
車
の
安
全
利
用

の
確
保
﹂︑﹁
高
齢
運
転
者
等

の
安
全
運
転
の
励
行
﹂︑﹁
夕

暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
と
飲
酒
運
転
等
の
危
険

運
転
の
防
止
﹂︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
飲
酒
運
転
事
故
の
増
加

や
︑
事
故
の
過
半
数
を
追
突

事
故
が
占
め
︑
か
つ
︑
死
亡

事
故
の
約
４
割
が
交
差
点
で

発
生
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
︑﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂︑

﹁
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
の
防
止
﹂
を
最

重
点
推
進
項
目
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
む
（
別
掲
）︒

　

そ
れ
に
伴
い
︑今
号
の
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
に
ポ
ス
タ
ー

を
折
り
込
み
︑
同
運
動
の
効

果
的
な
実
施
を
目
指
す
︒

　

な
お
︑
同
運
動
で
は
︑
９

月
30
日
㈬
を
︑
国
民
一
人
ひ

と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
︑
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す

る
な
ど
︑
注
意
し
て
行
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
事
故

の
発
生
を
抑
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
︑﹁
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
﹂
と
定

め
て
い
る
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑﹁
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
﹂
特
集
と
し
て
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
安
全
運
転
教
室
﹂
と

﹁
危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
シ
ー
ト
﹂
の

全
国
交
通
安
全
運
動
特
別
編
を
掲
載
し
ま

す
︒
安
全
運
転
教
室
で
は
最
重
点
推
進
項

目
で
あ
る
﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂
を
︑
そ

し
て
︑
Ｋ
Ｙ
Ｔ
で
は
重
点
推
進
項
目
に
ち

な
ん
で
﹁
薄
暮
時
の
横
断
歩
道
の
あ
る
単

路
﹂
と
﹁
下
校
時
間
帯
の
通
学
路
﹂
を
テ

ー
マ
に
設
問
・
解
説
し
ま
し
た
︒
社
内
で
の

ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

秋の全国交通安全運動特集秋の全国交通安全運動特集令
和
２
年

特
別
編

安全運転教室

危険予知訓練9月21日（月）～30日（水）9月21日（月）～30日（水） 9月30日（水）は9月30日（水）は
「交通事故死ゼロを目指す日」「交通事故死ゼロを目指す日」
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虫の世界には「コロナ禍」はなかったようです……

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜夜間の運転編〜
	 【解 答】２面に問題

❶	×（交通の教則第6章第3節	1夜
間の走行⑴）夜間は、過労運転や
酒酔い運転をする者や、酔って歩く
者などがいたりするので、昼間より
速度を落として慎重に運転する。少
しでも危ないと感じたときは、まず
速度を落とすことが大切である。
❷	○（交通の教則第6章第3節	1夜
間の走行⑹）薄暮時は事故が多く
発生するので、早めにライトを点灯
し、自分の車の存在を知らせる。
❸	×（交通の教則第6章第3節	2灯

火⑸）室内灯は、バスのほかは、走
行中につけないようにする。
❹	○（交通の教則第6章第3節	1夜
間の走行⑶）視線は、できるだけ先
の方へ向け、少しでも早く前方の障
害物を発見するようにする。
❺	×（交通の教則第6章第3節	2灯
火⑹）夜間、高速道路でやむを得
ず駐停車する場合には、非常点滅
表示灯、駐車灯又は尾灯をつける
ほか、停止表示器材を置かなけれ
ばならない。

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

183「
郷
土
料
理
の
す
す
め
⑧
」 

四
国・大
洲
の
い
も
た
き

　

お
国
自
慢
の
里
芋
料
理
な

ら
一
に
芋
煮
︒農
林
水
産
省
の

﹁
農
山
漁
村
の
郷
土
料
理
百

選
﹂
の
公
募
部
門
で
も
飛
び

抜
け
て
投
票
数
が
多
か
っ
た
︒

　

芋
煮
を
河
原
で
楽
し
む
芋

煮
会
は
︑
東
北
の
秋
の
風
物

詩
︒
中
秋
の
名
月
（
芋
名
月

と
も
︒
今
年
は
10
月
１
日
）

に
里
芋
を
供
え
︑
初
物
を
試

食
し
て
親
睦
を
図
る
農
耕
儀

礼
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
︒

　

観
光
行
事
と
し
て
は
山
形

市
馬
見
ヶ
崎
川
の
河
原
で
行

わ
れ
る﹁
日
本
一
の
芋
煮
会
﹂

が
有
名
だ
が
︑
西
日
本
に
も

同
じ
よ
う
な
催
し
が
あ
る
︒

愛
媛
県
松
山
市
の
西
に
位
置

す
る
大
洲
市
の﹁
い
も
た
き
﹂︒

　

伊
予
の
小
京
都
と
い
わ
れ

る
大
洲
は
大
洲
藩
の
城
下

町
︒
明
治
・
大
正
は
木も

く
ろ
う蝋
で

の
素
朴
な
集
ま
り
だ
っ
た
︒

　

里
芋
は
柔
ら
か
く
て
粘
り

が
す
ご
い
︒
夏
冬
の
温
度
差

が
大
き
く
︑
霧
が
出
る
当
地

の
気
候
が
育
む
お
い
し
さ
で
︑

肱
川
が
運
ん
で
き
た
肥ひ

よ

く沃
な

土
も
味
に
貢
献
し
て
い
る
︒

　

具
は
︑
鶏
肉
︑
油
揚
げ
︑

こ
ん
に
ゃ
く
︑
椎
茸
が
決
ま

り
︒
ど
れ
も
地
物
で
︑
味
の

ベ
ー
ス
の
醬
油
は
大
洲
の
老

い
つ
ゆ
と
鶏
肉
の
味
が
芋
に

染
み
込
み
︑
河
原
を
照
ら
す

月
の
よ
う
に
ま
ろ
や
か
︒
と
︑

鵜
飼
い
舟
が
岸
に
近
づ
い
て

き
た
︒
運
が
い
い
と
９
月
半

ば
ま
で
は
両
方
楽
し
め
る
の

だ
︒
今
年
の
い
も
た
き
は
９

月
４
日
~
10
月
中
旬
︒
鵜
飼

い
は
９
月
20
日
ま
で
︒
問
い

合
わ
せ
は
大
洲
市
観
光
協
会

ま
で
︒ 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

栄
え
た
︒
愛
媛
最
大
の
清
流

・
肱ひ

じ
か
わ川
が
町
を
蛇
行
し
な
が

ら
流
れ
︑
人
々
は
橋
を
往
復

し
な
が
ら
暮
ら
す
︒
生
活
の

真
ん
中
に
肱
川
が
あ
る
の
だ
︒

　

そ
れ
だ
け
に
夏
は
鵜う

か飼
い

の
鮎
漁
で
憩
い
︑
秋
に
は
河

原
で
名
月
を
愛
で
な
が
ら
里

芋
鍋
を
囲
む
︒
こ
れ
が
﹁
い

も
た
き
﹂
で
︑
元
々
は
藩
政

時
代
か
ら
伝
わ
る
地
域
住
民

舗
醸
造
元
・
梶
田
商
店
の
も

の
︒
オ
ー
ル
大
洲
産
で
芋
を

炊
く
地
産
地
消
料
理
な
の
だ
︒

　

さ
て
白
壁
が
残
る
町
並
み

を
散
策
す
る
う
ち
に
黄
昏
ど

き
︒
河
原
へ
急
ぐ
と
︑
提
灯

が
と
も
り
︑
ご
ざ
に
は
鍋
が

セ
ッ
ト
さ
れ
︑
何
組
も
の
客

が
わ
い
わ
い
が
や
が
や
︒

　

私
も
そ
の
中
に
入
っ
て
︑

里
芋
を
ぱ
く
っ
︒
甘
じ
ょ
っ
ぱ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
厚
生
労
働
省

委
託
事
業
﹁
就
職
氷
河
期
世

代
の
方
向
け
の
短
期
資
格
等

習
得
コ
ー
ス
事
業
~
ト
ラ
ッ

職
者
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
条

件
別
掲
）
に
対
し
︑
準
中
型

・
中
型
・
大
型
の
い
ず
れ
か

の
運
転
免
許
取
得
お
よ
び
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関
す
る

知
識
習
得
の
た
め
の
講
習
等

を
無
料
で
提
供
︒
さ
ら
に
︑

求
人
の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

会
社
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ

て
正
社
員
と
し
て
の
採
用
を

支
援
す
る
も
の
（
令
和
４
年

度
ま
で
実
施
）︒

　

募
集
人
数
は
令
和
２
年
度

が
３
５
０
人
︑
令
和
３
年
度

が
５
０
０
人
︑
令
和
４
年
度

が
５
０
０
人
で
合
計
１
３
５
０

人
︒
各
年
度
︑
募
集
人
数
に

達
し
た
場
合
は
締
切
り
と
す

る
︒必

要
な
運
転
免
許
・
知
識

必
要
な
運
転
免
許
・
知
識

の
習
得
と
業
界
へ
の
就
職

の
習
得
と
業
界
へ
の
就
職

を
無
料
で
サ
ポ
ー
ト

を
無
料
で
サ
ポ
ー
ト

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
つ
い

て
は
上
表
の
通
り
で
︑
費
用

等
は
無
料
（
免
許
証
交
付
費

等
一
部
費
用
を
除
く
）︒

　

採
用
を
希
望
す
る
会
員
事

業
者
は
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
票
の
提
出
（
求
人
情
報

の
登
録
）
を
し
た
上
で
︑
特

設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
︑

写
真
）
か
ら
申
し
込
み
登
録

が
必
要
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
免
許
取
得
者
の
採

用
に
繋
が
る
同
事
業
の
活
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト

協
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
バ

ナ
ー
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る

特
設
Ｈ
Ｐ
を
参
照
︒

　

同
事
業
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
︑
就
職
氷
河
期
世
代

支
援
事
業
事
務
局
（
☎
０
１

２
０
・
９
３
４
・
３
１
２
）
ま

で
︒

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
た
め

の
運
転
免
許
取
得
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
~
﹂
を
開
始
し
た
︒

　

同
事
業
は
︑
就
職
氷
河
期

世
代
（
35
歳
~
54
歳
）
の
求

就
職
氷
河
期
世
代
の
求
職
者
×
運
送
会
社
を
マ
ッ
チ
ン
グ

就
職
氷
河
期
世
代
の
求
職
者
×
運
送
会
社
を
マ
ッ
チ
ン
グ

特設ホームページ（�https://truck-driverlicense.jp�）

表　登録から採用までの手続きの流れ

流れ 求職者（訓練生） 会員事業者 備考

１
申し込み（登録）

※随時受付

特設ホームページ（HP）より
申し込み

ハローワークへ求人票の提出
（求人情報の登録）
↓
特設HPより申し込み　※随時可能

既にハローワークに求人票を提出済
みの場合は再提出の必要なし

２ 事業説明会 求職者向け説明会に参加（任意） 事業者向け説明会に参加（任意）
事業者向け説明会は各都道府県ト協
の会議室等で開催予定（申し込み前
の参加も可能）

３ キャリアコンサルティング キャリアコンサルティングを受ける ー

４
訓練①　資格取得

※準中型・中型・大型
　いずれかの運転免許を取得

教習所に入所
↓

運転免許試験場にて運転免許取得
ー

５ 訓練②　座学訓練 トラック運送事業に関する基礎知識等
の講習を受講

ー

６ ミニ面接会 ハローワークと連携して開催するミニ面接会（合同会社面接会）に参加
開催は各都道府県ト協とハローワー
クで調整

７ 職場見学・職場体験 就職を希望する事業者等への職場見
学・職場体験を申し込み

職場見学・職場体験の実施

訓練生の希望等により、ハローワー
クから会員事業者へ、職場見学・職
場体験の実施を依頼。プログラム等
の具体的内容については別途案内

８ 採用試験・面接 就職を希望する事業者の採用試験受験
を申し込み

正社員としての採用試験の実施
訓練生の希望により、ハローワーク
から会員事業者へ、正社員採用試験
の実施を依頼

◆プログラムの参加条件（求職者）
・�年齢は基準日※1 において、35歳以上 55歳未満（54歳まで）の方
・�基準日において、離職している（学校を卒業して就職していない場合を含む）、または非正規社員※2 として働いており、
正社員などの安定した雇用を希望している方
・�公共職業訓練や求職者支援訓練などの職業訓練、教育訓練を現在受講していない方。または受講する予定のない方
・�基準日から直近 1年間に正社員※3 として働いたことがない方
・�基準日から直近 5年間に正社員※3 として働いた期間を全部合わせても 1年以下、または直近 1年間において臨時的・
短期的な就業を繰り返す、あるいは臨時的・短期的な就業と失業を繰り返す等、安定した就労経験がない方
・�業界団体傘下企業等が雇用する非正規雇用労働者
※ �1：訓練の開始月の前月末日（例：10月 12日開始の訓練の場合、基準日＝ 9月 30日）　※ 2：期間の定めがある雇用等　※ 3：期間の定めのない雇用形態

「トラックドライバーになるための「トラックドライバーになるための
運転免許取得支援プログラム」申込受付開始運転免許取得支援プログラム」申込受付開始

全ト協・厚労省 厚生労働省委託事業「就職氷河期世代の方向けの短期資格等習得コース事業」厚生労働省委託事業「就職氷河期世代の方向けの短期資格等習得コース事業」
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▼
ス
ク
ー
タ

ー
に
乗
っ
た

警
察
官
が
︑

擦
れ
違
い
ざ

ま
丁
寧
に
頭
を
下
げ
る
の
で
︑
私
も
呼

応
し
ま
す
︒
警
察
官
が
向
か
っ
た
先
は
︑

国
道
17
号
線
（
中
山
道
）
の
交
差
点
で

し
た
︒
早
朝
の
７
時
30
分
頃
は
︑
ち
ょ

う
ど
小
学
生
が
年
長
を
先
頭
に
隊
列
を

組
み
︑
小
学
校
へ
向
か
う
時
間
帯
で
す
︒

▼
交
差
点
に
は
︑
日
替
わ
り
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
保
護
者
が
黄
色
い
旗
を
持
ち
︑
信
号

が
変
わ
る
と
﹁
は
い
！　

気
を
付
け
て

渡
っ
て
﹂
と
横
断
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
︒
先
程
の
警
察
官
も
同
様
に
︑
旗

の
代
わ
り
に
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
注
意
喚
起

を
し
て
い
ま
す
︒
毎
日
見
る
何
気
な
い

光
景
で
す
が
︑
日
替
わ
り
で
担
当
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
の
旗
降
り
の
仕
方
︑

言
葉
の
掛
け
方
で
︑
そ
の
人
の
子
煩
悩

さ
が
滲
み
出
て
き
ま
す
︒
▼
五
街
道
の

ひ
と
つ
﹁
中
山
道
﹂
は
︑
私
が
住
む
熊

谷
で
は
上
り
は
東
京
へ
︑
下
り
は
群
馬

へ
と
行
き
交
う
幹
線
道
路
で
︑
車
が
後

か
ら
後
か
ら
続
き
ま
す
︒
私
が
知
る
限

り
︑
早
朝
に
ス
ク
ー
タ
ー
で
こ
の
交
差

点
に
来
て
︑
小
学
生
の
横
断
に
配
慮
す

る
警
察
官
は
３
人
目
で
し
た
︒
▼
初
め

て
見
た
警
察
官
は
︑
50
代
後
半
と
思
し

き
恰
幅
の
よ
い
男
性
で
し
た
︒
そ
の
風

貌
は
︑
子
ど
も
が
好
き
な
や
な
せ
た
か

し
氏
の
漫
画
﹃
ア
ン
パ
ン
マ
ン
﹄
に
登

場
す
る
﹁
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
﹂
の
よ
う

で
し
た
︒
２
人
目
の
警
察
官
は
︑
40
代

前
半
ご
ろ
の
教
師
然
と
し
た
女
性
で
し

た
︒
小
学
生
の
隊
列
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

に
な
る
と
︑﹁
み
ん
な
︑
２
列
で
渡
り
な

さ
い
﹂
と
快
活
な
声
で
呼
び
掛
け
る
そ

の
様
は
﹁
バ
タ
コ
さ
ん
﹂
の
よ
う
で
し

た
︒
３
人
目
の
警
察
官
は
︑
子
供
達
が

自
然
と
明
る
い
笑
顔
で
﹁
お
は
よ
う
！
﹂

と
気
軽
に
接
し
て
し
ま
う
﹁
ダ
テ
マ
キ

マ
ン
﹂
の
よ
う
で
す
︒
▼
思
い
出
す
の

は
﹁
緑
の
お
ば
さ
ん
﹂（
学
童
擁
護
員
）

で
す
︒
交
通
安
全
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

で
あ
る
緑
の
制
服
・
帽
子
を
身
に
付
け
︑

と
に
か
く
元
気
溌
剌
で
し
た
︒﹁
は
い
！

　

今
日
も
頑
張
っ
て
﹂︑
時
に
は
︑﹁
給

食
︑
全
部
残
さ
ず
食
べ
て
ね
﹂
な
ど
と

声
を
か
け
る
様
子
は
さ
な
が
ら
︑﹁
親
戚

の
お
ば
ち
ゃ
ん
﹂
の
よ
う
で
し
た
︒
欧

米
で
は
︑
緑
の
お
ば
さ
ん
が
持
っ
て
い

る
標
識
が
︑
棒
付
き
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
緑
の
お
ば
さ
ん
を

﹁Lollipop W
om
an

（
ロ
リ
ポ
ッ
プ
ウ

ー
マ
ン
）﹂
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
が
︑
何
と

も
愛
ら
し
く
感
じ
ま
す
︒
▼
私
が
小
学

生
の
頃
は
︑
朝
の
横
断
歩
道
に
当
た
り

前
の
よ
う
に
い
た
緑
の
お
ば
さ
ん
で
す

が
︑
ふ
り
か
え
れ
ば
有
難
い
存
在
だ
っ

た
と
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
︒
ど
っ
し
り

と
し
た
体
躯
で
愛
嬌
溢
れ
る
︑
女
優
・

京
塚
昌
子
さ
ん
の
よ
う
な
緑
の
お
ば
さ

ん
に
毎
日
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
︑
嬉
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
▼
日
本

の
経
済
発
展
が
凄
ま
じ
い
勢
い
で
始
ま

る
昭
和
30
年
代
後
半
は
︑
ま
だ
ま
だ
温

も
り
の
あ
る
得
難
い
時
代
で
し
た
︒
最

近
と
み
に
西
岸
良
平
氏
の
漫
画
﹃
三
丁

目
の
夕
日
﹄
に
描
か
れ
る
よ
う
な
︑
あ

の
﹁
古
き
良
き
時
代
﹂
が
妙
に
懐
か
し

く
︑
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
す
︒
決
し

て
︑
そ
の
時
代
に
戻
る
こ
と
は
叶
い
ま

せ
ん
が
︑
そ
れ
ら
は
セ
ピ
ア
色
に
脚
色

さ
れ
︑
燦
然
と
光
を
放
っ
て
や
み
ま
せ

ん
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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（出典）「考える　やってみる　みんなで広げる　ちょうどよいバランスの食生活」（農林水産省）

　

生
活
習
慣
病
は
︑﹁
食
習

慣
︑
運
動
習
慣
︑
休
養
︑
喫

煙
︑飲
酒
等
の
生
活
習
慣
が
︑

そ
の
発
症
・
進
行
に
関
与
す

る
疾
患
群
﹂
の
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
︒
具
体
的
に
は
︑

表
の
よ
う
な
疾
患
が
生
活
習

慣
病
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
生
活
習
慣
病
の

引
き
金
と
な
る
４
つ
の
要
素

の
う
ち
︑﹁
運
動
習
慣
﹂と﹁
食

習
慣
﹂
の
改
善
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

普
段
か
ら
元
気
に
体
を
動

か
す
こ
と
で
︑
生
活
習
慣
病

に
な
る
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
今
よ
り
10
分
多

く
体
を
動
か
す
だ
け
で
︑
生

活
習
慣
病
な
ど
の
リ
ス
ク
を

減
ら
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
︒
今
よ
り
10
分
多
く

体
を
動
か
す
︑﹁
＋
10
（
プ

ラ
ス
・
テ
ン
）﹂
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
（
図
１
）︒

　
﹁
＋
10
﹂
が
毎
日
の
習
慣

に
な
れ
ば
︑
内
臓
脂
肪
が
燃

焼
し
て
腹
囲
や
体
重
が
減
少

し
︑
高
血
圧
症
や
脂
質
異
常

症
︑高
血
糖
も
改
善
し
ま
す
︒

体
重
70
㌔
㌘
の
高
血
圧
の
男

性
が
早
歩
き
を
10
分
間
し
た

場
合
︑
35
㌔
㌍
余
分
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
︒
１

年
３
６
５
日
で
は
１
万
２
７
７

５
㌔
㌍
消
費
し
ま
す
の
で
︑

脂
肪
組
織
を
１
年
で
１
・
９

㌔
㌘
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま

す
︒
ま
た
︑
２
~
３
か
月
で

血
圧
を
１
・
５
mm
Hg

減
ら
す

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
︒

　

理
想
は
︑
歩
く
こ
と
と
同

程
度
の
き
つ
く
な
い
運
動
を
︑

１
日
に
30
~
60
分
︑
週
３
回

以
上
行
う
こ
と
で
す
︒
誤
っ

た
や
り
方
で
体
を
動
か
す

と
︑
思
わ
ぬ
事
故
や
け
が
に

繋
が
り
ま
す
か
ら
︑
次
の
こ

と
に
心
が
け
て
︑
安
全
に
体

を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
︒

①
体
を
動
か
す
時
間
は
少
し

ず
つ
増
や
し
て
い
く

②
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
を

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
は
︑
食
生
活
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
︒

し
な
い

③
病
気
や
痛
み
の
あ
る
場
合

は
︑
医
師
や
健
康
運
動
指
導

士
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
を

健
康
の
た
め
の

身
体
活
動
チ
ェッ
ク

　

あ
な
た
の
日
頃
の
身
体
活

動
に
つ
い
て
︑
図
２
で
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
︒

　

忙
し
い
時
な
ど
に
︑
食
事

を
丼
も
の
や
め
ん
類
だ
け
で

済
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
︒
単
品
で
は
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
が
ち
に

な
り
ま
す
︒
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
組
み
合
わ
せ
て
︑
適

切
な
量
の
食
事
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
摂
り
ま
し
ょ
う（
図
３
）︒

　

塩
を
摂
り
過
ぎ
る
と
︑
血

圧
が
上
が
っ
て
循
環
器
疾
患

の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
り
︑

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
が
上
昇
し

た
り
し
ま
す
︒
低
塩
の
調
味

料
を
使
用
し
た
り
︑
風
味
づ

け
に
香
味
野
菜
を
使
う
な

ど
︑
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
減

塩
に
取
り
組
ん
で
︑
徐
々
に

薄
味
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ

う
（
図
４
・
５
）︒

　

野
菜
や
果
物
に
は
ビ
タ
ミ

ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
︑
食
物
繊
維

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
︒

毎
日
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
が
︑

が
ん
や
循
環
器
疾
患
︑
糖
尿

病
の
予
防
の
た
め
に
大
切
で

す
︒

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
と
な

る
た
ん
ぱ
く
質
︑
脂
質
︑
炭

水
化
物
は
︑
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

　

何
気
な
く
選
ん
で
い
る
メ

ニ
ュ
ー
が
︑
実
は
炭
水
化
物

や
脂
質
の
摂
り
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
︑
選

び
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
︒

　

市
販
食
品
に
は
︑
主
な
栄
養

成
分
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
く
あ
り
ま
す
︒
何
が
ど
れ

だ
け
含
ま
れ
て
い
る
の
か
︑
確

認
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し

ょ
う
︒

表　主な生活習慣病
起因する生活習慣 疾患

運動習慣 インスリン非依存糖尿病、肥満、脂質異常症
（家族性のものを除く）、高血圧症等

食習慣

インスリン非依存糖尿病、肥満、脂質異常症
（家族性のものを除く）、高尿酸血症、循環
器病（先天性のものを除く）、大腸がん（家
族性のものを除く）、歯周病等

喫煙 肺扁平上皮がん、循環器病（先天性のものを
除く）、慢性気管支炎、肺気腫、歯周病等

飲酒 アルコール性肝疾患等

内容量　250mL

栄養成分表示
（製品 100mL 当たり）

エネルギー　

タンパク質

脂質

炭水化物

ナトリウム

40kcal

1.8g

1.5g

4.4g

42mg

内容量　250mL

●実際に食べる量をふまえて、
　栄養成分の含有量をチェック！
表示単位は 100g、100mL、1食分、1包装等、
食品ごとに異なります。
「内容量」の表示とあわせて確認しましょう。
この商品の場合、1本分のエネルギーは
100kcal(40kcal×2.5) になります。

ナトリウムは主に食塩から採取されますが、「ナトリウム
＝食塩」ではありません。食塩相当量を知りたいときは、
以下の式で計算できます。
食塩相当量（g）＝ナトリウム（g）×2.54
食塩摂取量の目標は１日当たり男性 8g未満、
女性 7g未満です。
摂り過ぎは高血圧につながるので注意しましょう。

●摂り過ぎは、肥満につながるので
　注意しましょう

●ナトリウムは、食塩何グラムに相当するの？

●摂り過ぎは動脈硬化性疾患の
　危険性を高めるので注意しましょう

（製品 100mL 当たり）

栄養成分表示

エネルギー　

タンパク質

脂質

炭水化物

ナトリウム

40kcal

1.8g

1.5g

4.4g

42mg

　

近
年
︑
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
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活
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病
な
ど
が

原
因
と
な
る
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康
起
因
事
故
が
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加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

生
活
習
慣
病
は
︑
日
々
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
︑
改
善
す

る
こ
と
で
︑
発
症
す
る
リ
ス
ク
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
生
活
習
慣
病
の
特
性
や
運
動
・
食

事
・
禁
煙
な
ど
個
人
の
生
活
習
慣
の
改
善
の
重
要
性
に
つ

い
て
国
民
一
人
ひ
と
り
が
理
解
を
深
め
︑
さ
ら
に
そ
の
健

康
づ
く
り
の
実
践
を
促
進
す
る
た
め
に
︑
９
月
の
１
か
月

間
を
﹁
健
康
増
進
普
及
月
間
﹂
と
定
め
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
厚
労
省
﹁
ス
マ

ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
サ
イ
ト
を
も
と
に
︑

健
康
増
進
に
繋
が
る
﹁
生
活
習
慣
の
改
善
﹂
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
︒

栄養成分表示を見てみよう！

こ
ん
な
食
べ
方
、
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

コラム②

コラム①

生活習慣を改善して健康増進を図りましょう！生活習慣を改善して健康増進を図りましょう！
９月は「健康増進普及月間」 厚労省「スマート・ライフ・プロジェクト」より

1 
生
活
習
慣
病
を
知
ろ
う
！

生
活
習
慣
病
の
引
き
金
と
な
る
「
４
つ
の
要
素
」

3 

食
習
慣

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
て
適
切
な
量
の
食
事
を

2 

運
動
習
慣

今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か
す「
＋
10
」を
取
り
入
れ
る

図2　健康のための身体活動チェック

図1　今より10分多く体を動かす「＋10（プラス・テン）」

図3　主食・主菜・副菜を組み合わせる図5　食品に含まれる塩分量の目安

図4



追 突
 66.7％
追 突
 66.7％

22 追突・左折巻き込み事故ゼロをめざして追突・左折巻き込み事故ゼロをめざして

飲酒運転の根絶をめざして飲酒運転の根絶をめざして ～ 減少しない飲酒運転事故 ～～ 減少しない飲酒運転事故 ～

出典：（公財）交通事故総合分析センター

死亡事故の死亡事故の
事業用貨物自動車の事業用貨物自動車の

11

秋の全国交通安全運動

※「死傷事故件数」および「死亡事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

進路変更時衝突
17.8％

車両相互（その他）
5.7％ 

出会い頭衝突
0.1％

左折時衝突
0.3％

右折時衝突
0.2％

後退時衝突
0.9％

追越・追抜時
衝突
3.0％

正面衝突
0.1％

 3.5

人対車両(その他) 0.5％
横断中 0.2％

車両単独

車両単独 3.5％車両単独 3.5％

(　　　　　　　　　   )

約約 割割 割強割強は追突、うちは追突、うち
事業用貨物自動車の事業用貨物自動車の

事業用貨物自動車の高速道路における
事故類型別死傷事故件数の構成率（令和元年）
事業用貨物自動車の高速道路における

事故類型別死傷事故件数の構成率（令和元年）

事業用貨物自動車の事故類型別　
死亡事故件数の構成率（令和元年）
事業用貨物自動車の事故類型別　
死亡事故件数の構成率（令和元年）

114件
48％
114件
48％

88件
37％ 35件

15％
35件
15％

39件
16％
39件
16％ その他その他

14件
6％
14件
6％

4477 66 交差点交差点割は割は約約

左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ塔載車への

全ト協助成事業実施中
衝突被害軽減ブレーキ装着車への

8トン未満の事業用トラックを対象車両総重量

「トラック事業における総合安全プラン2020」の目標達成年となる令和2年は、トラック業界では、「飲
酒運転の根絶」「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目として、安全運行の確保に
積極的に取り組みます。
       

死傷事故の高速道路高速道路

%

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」
2020年の「飲酒運転事故件数」はメールマガジン「事業用自動車安全通信」（国土交通省）等による情報（8月28日現在の速報ベース）

※「飲酒運転」は「道路交通法違反取締件数」の数値で、「酒酔い運転」および「酒気帯び運転」の合計値。数字はいずれも事業用貨物自動車（軽自動車を除く）によるもの。
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28

200

12,500

2121

   プラン 2020
新たにスタート

※「飲酒運転ゼロ」目標達成のためには、関係者一丸となって取り組む必要がある。

7.00
（%）

6.00

5.00

4.00

0.73

6.10

3.00

2.00

1.00

0.00
飲酒なし

（注）調査不能は除外した。

出典：警察庁交通局

酒酔い運転※

　

倍倍8.48.4

追突追突

37件
15％

出会い頭衝突
0.2％

0.4％

1.8％
0.2％

死亡事故件数
233件
（令和元年）

死亡事故件数
239件
（令和元年）

「酒酔い運転」による死亡事故率は
「飲酒なし」の場合の　　　　

※5年以下の懲役又は
　100万円以下の罰金

8.48.4 倍に

での

死亡事故の起こしやすさ (%) = ×100
死亡事故件数
交通事故件数

人対車両 0.7％人対車両 0.7％

9月２１日    ～30日月 水  まで令和2年令和2年

交差点－対自転車

は駐・停車中の
車両への追突

交差点－対歩行者

交差点－その他

ch
eck

ch
eck

車両相互 95.8％

高速道路死傷事故件数
1,215件
（令和元年）

高速道路死傷事故件数
1,215件
（令和元年）

高速道路での
「追突」のうち駐・停車中の

車両への追突が

62.5%

高速道路での
「追突」のうち駐・停車中の

車両への追突が

62.5%
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